
表 1：JICA’ s WORLDCMYK Process



　

メ
キ
シ
コ
の
首
都
メ
キ
シ
コ

市
は
露
天
商
の
町
で
あ
る
。タ
コ

ス
な
ど
の
食
べ
物
か
ら
、衣
料
品
・

日
用
品
、
さ
ら
に
は
ち
ょ
っ
と
し

た
電
化
製
品
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の

物
が
路
上
で
手
に
入
る
。
な
い
の

は
大
型
家
電
く
ら
い
の
も
の
だ
。

　

２
月
14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
が
近
づ
く
と
、そ
の
露
天
商
に

赤
や
ピ
ン
ク
の
風
船
や
ぬ
い
ぐ
る

み
な
ど
を
売
る
人
々
が
加
わ
る
。

メ
キ
シ
コ
で
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
の
こ
と
を「
愛
と
友
情
の
日
」と

呼
び
、恋
人
や
友
人
た
ち
が
、互
い

の
愛
と
友
情
を
確
か
め
る
た
め
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
の
だ
。

　

日
本
で
は
い
つ
か
ら
か
、
女
性

が
男
性
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る

日
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
メ
キ

シ
コ
で
は
男
性
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

す
る
し
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
で
な
く
て
も
構
わ
な

い
。
女
性
同
士
で
も
贈
り
合
う

が
、
男
性
同
士
は
あ
ま
り
し
な
い

ら
し
い
。

　

情
熱
的
な
メ
キ
シ
コ
男
性
の
中

に
は
、
恋
人
の
た
め
に
、
「
マ
リ

ア
ッ
チ
」
と
呼
ば
れ
る
大
衆
音
楽

を
奏
で
る
楽
団
を
雇
っ
て
彼
女
の

家
の
前
で
演
奏
を
し
て
も
ら
う
人

も
い
る
そ
う
だ
が
、
そ
の
愛
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
は
ラ
テ
ン
気
質

な
の
で
保
証
は
で
き
な
い
。
メ
キ

シ
コ
の
母
親
の
４
人
に
１
人
は
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
い
わ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
問
題
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
。
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地域別感染症被害状況
① HIV／エイズによる死者数（2005 年・10万人当たり）
② 結核による死者数（2006 年・10万人当たり）
③ HIV／エイズ・結核の重複感染による死者数（2006 年・10万人当たり）
④ マラリアによる死者数（2006 年・10万人当たり）
⑤ 主な顧みられない熱帯病（Neglected Tropical Diseases：NTD）※による死者数（2002 年・10万人当たり）
※トリパノソーマ症、シャーガス病、住血吸虫症、リーシュマニア症、フィラリア症、オンコセルカ症

南東アジア地域
① 17人
② 29人
③ 1人
④ 1,235人
⑤ 2,263人

アフリカ地域
① 203人
② 56人
③ 26人
④ 27,746人
⑤ 8,330人

東地中海地域

① 9人
② 19人
③ 1人
④ 1,492 人
⑤ 2,983人

西太平洋地域
① 4人
② 16人
③ 0人
④ 127人
⑤ 291人

アメリカ地域
① 13人
② 4人
③ 0人
④ 300人
⑤ 1,947人

ヨーロッパ地域
① 9人
② 7人
③ 0人
④ 0.5 人
⑤ 0人

23
人

17
人

20
人

52
人

113
人

中国

ベトナム

インドネシア

タイエジプト

20％未満

60％以上 80％未満

20％以上 40％未満

80％以上

40％以上 60％未満

データなし

感染症による死者の割合（2002 年）

（注）データは死者数を記したが、感染者の数ははるかに多く、感染しているだけでも個人の身体的・社会的負担が大きいの
が感染症の特徴。感染症の中には必ずしも死亡に至ることのない疾病や、死者数が正確に記録されていない疾病もある。

鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎ1 型）による死者数
（2008 年12月現在）

感染症は世界各地に影響を及ぼし、人々の命や暮らしを脅かす、人類共通の地球規模の課題だ。貧困や紛争
など社会的要因とも密接に関係する感染症に対して、今、国際社会の協調した取り組みが求められている。

編集協力：杉下智彦・JICA 国際協力専門員

出典：世界保健機関（WHO）「World Health Statistics 2008」「World Malaria Report 2008」ほか

　

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
人
や
モ
ノ
の
大

量
移
動
、
急
速
な
開
発
や
人
口
増
加
に
伴
う
都

市
化
、
森
林
伐
採
な
ど
環
境
破
壊
の
進
行
な
ど

を
背
景
に
、
途
上
国
に
お
け
る
感
染
症
の
健
康

被
害
は
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
気
候
変
動

や
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
生
態
系
の
変
化

で
、
日
本
を
含
め一
度
感
染
症
を
克
服
し
た
先

進
国
で
も
マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱
、
日
本
脳
炎
と

いっ
た
再
興
感
染
症
な
ど
が
爆
発
的
に
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
地
球
全
体
に
脅
威
を
与
え
る

感
染
症
は
、
今
や
す
べ
て
の
国
が
協
力
し
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
だ
。
国
際
社
会
は
地
球
規
模

で
の
感
染
症
対
策
を
推
進
し
、
日
本
も
そ
の
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
る
（
5
ペ
ー
ジ
の
年
表
参

照
）。

　

戦
後
、
日
本
で
も
結
核
が
最
大
の
死
亡
原
因

で
あ
り
、
沖
縄
で
は
マ
ラ
リ
ア
な
ど
が
流
行
し
て

い
た
。し
か
し
、治
療
法
の
確
立
、保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
、
保
健
所
制
度
の
整
備
、
母
子
保

健
活
動
の
普
及
、
住
民
参
加
に
よ
る
公
衆
衛
生

活
動
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
感
染
症
の
撲
滅
・

軽
減
を
達
成
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
「
行
政
と

市
民
が一丸
と
な
って
対
策
を
進
め
、
保
健
所
や

学
校
、
公
民
館
な
ど
基
礎
保
健
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
場
づ
く
り
への
努
力
が
あ
っ
た
」
と
杉
下
智
彦
・

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員
は
説
明
す
る
。
こ

う
し
た
日
本
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
世
界
の

感
染
症
対
策
に
貢
献
し
、
健
康
な
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
努
力
は
、
途
上
国
の
人
々
の
み
な
ら
ず
、

私
た
ち
日
本
人
を
も
感
染
症
の
脅
威
か
ら
守

り
、
安
定
的
な
発
展
に
つ
な
がって
い
く
の
だ
。

　

感
染
症
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
、
寄
生
虫

な
ど
の
病
原
体
が
体
内
に
進
入
し
増
殖
し
て
生

じ
る
病
気
の
こ
と
。
死
者
が
年
間
５
０
０
万
人
に

も
上
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
の

三
大
感
染
症
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エン
ザ
や
重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
な
ど
未
知
の
病

原
体
に
よ
る
新
興
感
染
症
、
撲
滅
さ
れ
た
は
ず

の
感
染
症
が
気
候
変
動
な
ど
の
影
響
で
再
び
発

生
す
る
再
興
感
染
症
の
ほ
か
、
最
近
は
コ
レ
ラ
や

ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
流
行
拡

大
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
感
染
経
路
は
疾
病
ご

と
に
異
な
る
が
、
人
か
ら
人
へ
の
直
接
感
染
と
、

蚊
や
ハエ
な
ど
の
生
物
、
空
気
、
水
な
ど
を
介
す

る
間
接
感
染
に
大
別
さ
れ
る
。

　

感
染
が
ま
ん
延
し
健
康
被
害
が
増
え
る
こ
と

は
、
労
働
力
の
低
下
、
ひ
い
て
は
国
の
経
済
・

社
会
発
展
を
阻
害
す
る
。
長
い
歴
史
の
中
で
、

日
本
を
は
じ
め
先
進
国
は
感
染
症
を
克
服
し
て

き
た
が
、
開
発
途
上
国
で
は
今
も
感
染
症
が
最

大
の
死
亡
原
因
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

特
に
途
上
国
で
被
害
が
深
刻
な
の
は
、
病
原

体
を
媒
介
す
る
生
物
の
多
く
が
熱
帯
地
方
に
生

息
し
て
い
る
と
い
う
生
物
学
的
な
要
因
に
加
え

て
、
衛
生
環
境
や
住
環
境
が
劣
悪
で
栄
養
状
態

な
ど
の
基
礎
体
力
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
環
境

的
な
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
か
ら
だ
。
そ
の
上
、
病

気
に
な
っ
た
後
に
受
け
る
基
礎
保
健
サ
ー
ビ
ス
が

行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
貧
し
く
て
医
療
費

を
捻
出
で
き
な
い
人
々
は
治
療
を
あ
き
ら
め
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
現
状
が
、
さ
ら
な
る
感
染

症
の
拡
大
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
貧
困
で
あ

る
が
故
に
感
染
症
に
か
か
り
、
感
染
症
で
あ
る

が
故
に
貧
困
に
な
る
と
い
う
悪
循
環
が
、
途
上

国
の
特
に
貧
困
層
の
間
で
起
き
て
い
る
の
だ
。

　
ま
た
、
地
域
社
会
か
ら
の
偏
見
や
差
別
が
根

強
い
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
や
性
感
染
症
な
ど
は
、
住

民
が
正
し
い
知
識
を
持
た
な
い
（
時
に
は
持
と

う
と
し
な
い
）
こ
と
も
ま
ん
延
や
孤
児
の
発
生
、

差
別
、
人
権
侵
害
な
ど
社
会
問
題
を
助
長
し
て

い
る
と
い
え
る
。

感
染
症
と
貧
困
の
悪
循
環

求
め
ら
れ
る

地
球
規
模
で
の
取
り
組
み

感染症ー見えない恐怖との闘い
特集

九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

「
沖
縄
感
染
症
対
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

2000

日
本
が
感
染
症
の
克
服
を
主
要
議
題
に
取
り
上
げ
、

地
球
規
模
で
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を
喚
起
。
途

上
国
の
包
括
的
な
感
染
症
対
策
を
支
援
す
る
べ
く
、

05
年
ま
で
の
５
年
間
で
58
億
ド
ル
の
拠
出
を
発
表
。

2002

世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金

（
世
界
基
金
）
設
立

日
本
の
呼
び
掛
け
を
契
機
に
設
立
さ
れ
た
三
大
感
染

症
対
策
を
目
的
と
す
る
基
金
。
08
年
10
月
現
在
、

総
額
約
１
１
２
億
ド
ル
が
集
ま
り
、
日
本
は
約
８
億

５
０
０
０
万
ド
ル
を
拠
出
。

2005

「『
保
健
と
開
発
』に
関
す
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
の
参
加
の
下
、「
保
健
関
連
Ｍ

Ｄ
Ｇｓ
に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
ハ
イ
レ
ベ
ル
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
東
京
で
開
催
。
日
本
は
感
染
症
対
策
な

ど
の
保
健
関
連
の
Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
に
向
け
て
、
09
年

ま
で
に
約
50
億
ド
ル
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
表
明
。

2008

第
4
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）

保
健
分
野
の
重
点
と
し
て
感
染
症
対
策
の
強
化
が

示
さ
れ
、
日
本
は
世
界
基
金
へ
の
5
億
６
０
０
０
万

ド
ル
の
拠
出
や
、
三
大
感
染
症
共
同
研
究
の
た
め
の

日
本
人
研
究
者
の
派
遣
な
ど
を
表
明
。

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

三
大
感
染
症
対
策
、
ポ
リ
オ
根
絶
、
シ
ャ
ー
ガ
ス
病

や
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
な
ど
「
顧
み
ら
れ
な
い
熱
帯
病

（N
eglected Tropical D

iseases

：Ｎ
Ｔ
Ｄ
）」

に
対
す
る
協
力
強
化
を
各
国
が
合
意
。
ま
た
基
礎

保
健
サ
ー
ビ
ス
や
人
材
、
機
材
、
技
術
な
ど
保
健
シ

ス
テ
ム
全
体
の
強
化
の
重
要
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

2001

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（M
illennium

 D
evelopm

ent G
oals

：

Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
）

2
0
0
0
年
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
を
機

に
、
国
際
社
会
の
共
通
目
標
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
8
つ
の
目

標
。
目
標
６
に
「
H
I
V
／
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
、

そ
の
他
の
疾
病
の
ま
ん
延
の
防
止
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。

近
年
の
世
界
の
感
染
症
対
策
と
日
本
の
取
り
組
み
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、開
発
途
上
国
が
主
体
的
に

感
染
症
対
策
を
行
う
こ
と
を
重
視
し
な
が
ら

予
防
、検
査
・
診
断
、治
療
と
い
う
対
策
の
各

段
階
に
沿
っ
て
、保
健
シ
ス
テ
ム
の
強
化
、人
材

育
成
、調
査
・
研
究
を
支
援
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア

対
策
基
金
」や「
ロ
ー
ル・バッ
ク
マ
ラ
リ
ア
」※
１
、

「
ス
ト
ッ
プ
Ｔ
Ｂ（
結
核
）
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

※
２
な
ど
の
国
際
的
な
動
き
や
資
金
源
と
と
も

に
、
ほ
か
の
援
助
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
も
情
報

共
有
し
つつ
協
力
を
行
って
い
る
。
円
借
款
で

も
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
に
付
随

す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
加
え
、
今
後

さ
ら
に
、
無
償
資
金
協
力
や
技
術
協
力
に
よ

る
人
材
育
成
な
ど
の
モ
デ
ル
的
な
支
援
を
円

借
款
に
よ
って
面
的
に
拡
大
す
る
と
いっ
た
感

染
症
対
策
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
先
進
的
な
科
学
技
術
の
知
見
を
活

用
し
、タ
イ
で
デ
ン
グ
熱
、ザ
ン
ビ
ア
で
結
核
と

ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
症
※
３
の
研
究
協
力
も
始
ま

る
予
定
だ
。「
新
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
な
り
、
包
括
的

に
感
染
症
対
策
に
取
り
組
む
た
め
に
円
借
款

を
含
め
ど
の
手
段
を
活
用
す
べ
き
か一元
的
に

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
分
、責
任
の

重
さ
と
と
も
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
る
」

と
上
田
直
子
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
人
間
開
発
部
感
染

症
対
策
課
長
は
語
る
。

　

感
染
症
は
、
疾
病
ご
と
に
病
原
体
も
感
染

経
路
も
予
防
・
治
療
法
も
異
な
る
。
主
要
な

感
染
症
に
対
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ど
の
よ
う
な

方
針
に
基
づ
き
、
支
援
し
て
い
る
の
か
見
て
み

よ
う
。

※

１ 

世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
が
推
進
す
る
マ
ラ
リ
ア
対
策

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
。
包
括
的
な
保
健
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

2
0
1
0
年
ま
で
に
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
負
担
の
50
％
削
減
、
抗
マ

ラ
リ
ア
薬
が
効
か
な
く
な
っ
た
多
剤
耐
性
菌
の
対
策
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
る
。

※

２ 

1
9
9
8
年
、
世
界
の
結
核
の
脅
威
に
立
ち
向
か
う
た
め

に
、
各
国
政
府
・
国
際
機
関
・
民
間
団
体
が
集
ま
り
結
成
さ
れ

た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
。
現
在
4
0
0
以
上
の
組
織
が
加
盟
し
、

「
2
0
5
0
年
ま
で
に
結
核
の
発
生
を
『
1
0
0
万
人
の
う
ち

1
人
』
ま
で
減
少
す
る
」
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

※

３ 

シ
ャ
ー
ガ
ス
病
と
同
じ
ト
リ
パ
ノ
ソ
ー
マ
原
虫
を
病
原
体
と

す
る
ア
フ
リ
カ
の
風
土
病
で
、ア
フ
リ
カ
睡
眠
病
と
も
呼
ば
れ
る
。

ツ
ェ
ツ
ェ
バ
エ
が
媒
介
し
て
感
染
し
、
症
状
が
悪
化
す
れ
ば
脳
炎

に
な
っ
て
昏
睡
に
陥
り
死
亡
す
る
。

Ｊ Ｉ Ｃ Ａ の
感染症対策支援
感染症は疾病ごとに感染経路も予防・治療法も異なる。主な感
染症に対するJICAの支援を見てみよう。

HIV／エイズ結 核

マラリア

被害状況：世界人口の3分の1が感染、毎
年900万人以上が発病、約200万人が死
亡。発病者の8割がアジアとアフリカに集
中。サハラ以南アフリカではHIV／エイズと
の重複感染が深刻化。
感染経路：感染者のせきやくしゃみなどに含
まれた結核菌を吸い込むこと（空気感染）。
症状：肺など呼吸器官の細胞を破壊。適切
な治療を受けなければ発病から5年以内に
約半数が死亡。
JICAの支援：結核と闘った日本の経験を生
かして、被害が甚大で対策の遅れている国に
対し、結核患者を発見し、適切に治療するた
めの包括的戦略（DOTS）※の実施管理能
力向上に重点を置いた支援を展開している。
※患者の服薬管理、検査体制や行政の患者記録・報
告・評価など、結核の予防・患者発見・治療を徹底するた
めの世界的な戦略パッケージ。

被害状況など：世界で247人（2008年12月現在）
が犠牲となった鳥インフルエンザや、新型肺炎とい
われ03年に中国などで猛威を振るった重症急性呼
吸器症候群（SARS）など、短期間に大流行し、重
症化する危険がある。誰もが免疫力を備えていない
ため、爆破的に流行した場合の死者数は計り知れな
い。
JICAの支援：発生時に迅速に対応できるよう、中長
期的視点に立ち、検査・診断、サーベイランス（監
視）、院内感染対策などの分野で人材育成や制度構
築を支援している。鳥インフルエンザ対策として、ベ
トナムの国立衛生疫学研究所の検査能力を強化し
ているほか、SARS禍により公衆衛生基盤の強化を
迫られた中国で、院内感染対策従事者の人材育成を
行っている。

結核による死者が年間1万人以上と推定さ
れるカンボジア。JICAは国立結核センターを
拠点に、DOTSを含む質の高い結核サービ
スを全国へ普及するため、国家結核対策プ
ログラムの機能強化や検査ネットワーク強化
のための研修・ワークショップ支援などの協
力を行った。現在は、拡大したDOTSの質的
向上とともに、結核とHIV／エイズの重複感
染者対策など新たに生じた課題に取り組む
協力（フェーズ2）を展開している。

カンボジア「結核対策プロジェクト」

JICAのプロジェクトで開発された、検査・
カウンセリングなどのサービスを提供する
人のための研修教材（タンザニア）

ハマダラカが発生しにくい環境づくりのための
啓発活動の様子（タンザニア）

被害状況：HIV（ヒト免疫不全ウイルス）の感染者数は約3,300万人、死者
数は約3,000万人（累計）。感染者の3分の2はサハラ以南アフリカに集中。
感染経路：性行為、輸血、母子感染など。
症状：免疫が低下し、ほかの感染症にかかりやすい、悪性腫瘍ができる、など。
JICAの支援：HIV新規感染者の減少、HIV感染者やエイズ患者とその家族
の生活の質の向上を目指し、予防、検査・カウンセリング、治療、ケア・サポ
ートの段階ごとに支援を実施。また、人とモノの流通が活発化することで
HIV感染拡大のリスクが高まる懸念もあることから、道路や港湾建設など
インフラ整備事業の中でHIV／エイズ対策も行っている。（事例は8ページを参
照、18ページに関連記事）

被害状況：発症者数は最低で年間3億5,000万件、死者数は約100万人。
発症者の9割がアフリカに集中、犠牲者の多くが5歳未満児と妊産婦。
感染経路：マラリア原虫を持つハマダラカ（蚊の一種）に吸血されること
（ワクチンが未開発のため、吸血されないことが一番の予防法）。
症状：高熱、悪寒、頭痛など、重症の場合は死に至る。栄養状態や免疫力
が低下していると症状が悪化しやすい。
JICAの支援：予防体制、診断・治療体制、マラリア対策行政能力の強化を
柱に支援を展開。主に夜間に活動するハマダラカから身を守るため、アフリ
カ諸国に対しては殺虫剤を染み込ませた蚊帳を配布している。（事例は12ペー
ジを参照、16ページに関連記事）

顧みられない熱帯病（NTD）

ギニアウォームの治療の
様子。白い糸のようなもの
が虫で、体内から虫を巻き
取ることが唯一の治療法
だが、激痛が伴う。感染
経路は幼虫を持つケンミ
ジンコを含んだ水を飲むこ
と。幼虫は体内で約1年
かけて1メートル級にまで
成長し、皮膚を破って出
てくる。この間、自覚症状
はほとんどない

ガーナ大学野口記念医学研
究所内に設置された「国際寄
生虫対策西アフリカセンタ
ー」。JICAはここを拠点に、学
校保健を基盤とした寄生虫対
策モデルの試行や、西アフリカ
10カ国の保健省・教育省の
行政官への研修、情報ネットワ
ークの整備などを行った。ガー
ナ国内のモデル地区で開発し
た感染予防の紙芝居や寄生
虫ゲームなどの教材は周辺国
からも好評を博している。

インドネシア「鳥インフルエンザ・サーベイランスシステム
強化プロジェクト」

被害状況：世界保健機関（WHO）は寄生虫症を中心に14疾患を
NTDに指定。感染者数の総計は約10億人に上る。
感染経路：疾患により異なり、媒介虫感染、経皮感染、経口感染
（水・食物）など。
症状：疾患により異なる。大流行しにくい、感染者が貧困層に多い
などの理由で社会的関心が低く、診断法・治療法・ワクチン開発が
遅れている。
JICAの支援：14疾患のうち、シャーガス病、ギニアウォーム、フィラリ
ア症など7疾患において、それぞれ国家政策の策定から、感染現場
での媒介虫対策、予防啓発、サーベイランス（監視）体制の確立まで
幅広く支援。学童期の児童に罹患率の高い土壌伝播寄生虫症（回
虫・鉤虫・鞭虫）や住血吸虫症などに対しては、戦後の日本の経験
に基づき、小学校を拠点とした学校保健による寄生虫対策を促進し
ている。（シャーガス病の事例は14ページを参照）

鳥インフルエンザはウイルスを持つ鳥の体液や排せつ
物と接触することで感染し、高熱やせきなどの症状を
もたらし、命を失うこともある。インドネシアでは世界最
多の113人が死亡（08年12月現在）。人への感染拡
大は新型インフルエンザへの変異を引き起こし、世界
中に広がる可能性があるため、感染を迅速に発見し、
適切な措置を講じる監視体制の整備が不可欠だ。
JICAは、地方の保健局から保健省への報告体制の
強化やコミュニティーにおける早期報告システムの開
発などに取り組んでいる。

新興感染症

ガーナ「国際寄生虫対策西アフリカセンタープロジェクト」

しゅ よう

こうちゅう べんちゅう

特集 感染症ー見えない恐怖との闘い

P06-07：特集　感染症
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首
都
ル
サ
カ
か
ら
車
で
約
1
時
間
半
、
中
央
州
ム

ン
ブ
ワ
郡
ム
エ
ン
ベ
ジ
村
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
到

着
す
る
と
、
多
く
の
村
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
普
段

は
準
医
師
※
1
と
看
護
師
の
み
が
常
駐
す
る
静
か
な
医

療
施
設
だ
が
、2
週
間
に
1
度
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
エ

イ
ズ
発
症
患
者
を
対
象
に
モ
バ
イ
ル
（
移
動
）
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
開
か
れ
る
こ
の
日
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
だ
。

　

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、郡
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
郡
内
の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
を
定
期
的
に
巡
回
し
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
免
疫
力
を
正
常
に
保
つ
抗
レ
ト
ロ

ウ
イ
ル
ス
薬
（
Ａ
Ｒ
Ｖ
）※
2
の
処
方
・
配
布
や
、
症

状
の
重
い
エ
イ
ズ
患
者
の
治
療
を
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
治
療
の
進
行
を
調
べ
る
た
め
の
検
査
用
血
液

サ
ン
プ
ル
の
採
取
も
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
５
年
に
Ａ
Ｒ
Ｖ
治
療
が
無
料
化
さ
れ
た
ザ

ン
ビ
ア
で
は
、
都
市
部
の
住
民
な
ど
一
部
の
人
々
に

と
っ
て
は
薬
が
身
近
に
な
り
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
が
即
「
死

の
宣
告
」
で
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
依
然
と
し
て
、

す
ぐ
に
治
療
が
必
要
な
人
の
半
数
近
く
が
、
交
通
ア

ク
セ
ス
の
問
題
や
医
療
人
材
不
足
の
影
響
で
、
そ
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
る
。
こ
の
日
、
モ
バ
イ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
薬
を
処
方
さ
れ
た
感
染
者
の
ル
イ

ス
・
ム
ア
ン
サ
さ
ん（
35
）は
、「
地
域
に
よ
っ
て
は
、

一
番
近
い
医
療
施
設
ま
で
数
十
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩

く
人
も
多
い
。Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
影
響
で
体
が
弱
っ
て
い
れ

ば
、
治
療
は
も
う
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
」
と
話
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
に
置
か
れ
た
人
々
が
治
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
06
年
に「
Ｈ

Ｉ
Ｖ
・
エ
イ
ズ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
。モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
、運
営
を
担
当
す
る
郡
保
健
局
や
郡
病
院
と
連
携
し

て
活
動
へ
の
支
援
や
人
材
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
始
ま
る
ま
で
、
薬
を
も

ら
い
に
ル
サ
カ
ま
で
通
っ
て
い
た
マ
ヤ
ワ
・
カ
ス
ウ
ェ

ル
さ
ん
（
43
）
は
、「
体
へ
の
負
担
も
、
経
済
的
な
負

担
も
と
て
も
大
き
か
っ
た
が
、
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
お
か
げ
で
今
は
自
転
車
で
通
え
る
よ
う
に
な
り
、

薬
も
楽
に
手
に
入
る
」
と
喜
ぶ
。
早
川
忠
男
・Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
は
「
治
療
の
継
続
に
は
、
医
療
施
設
に

容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
、
定
期
的
に
治
療
を
受

け
ら
れ
る
か
、
と
い
っ
た
点
が
重
要
だ
。
モ
バ
イ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
始
め
て
以
来
、
治
療
か
ら
脱
落
す
る

患
者
の
数
が
減
っ
て
い
る
の
は
良
い
サ
イ
ン
だ
」
と

笑
顔
を
見
せ
る
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
は
、こ
う
し
た
治
療
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
感
染
を
予
防
す
る
た
め
の
啓
発

活
動
や
、
適
切
な
診
断
・
検
査
、
患
者
の
在
宅
ケ
ア

や
エ
イ
ズ
で
家
族
を
失
っ
た
孤
児
の
支
援
、
ま
た
、

対
策
を
推
進
す
る
行
政
機
関
の
強
化
も
求
め
ら
れ
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
よ
る
予
防
啓
発

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
地
方
の
人
々
に

継
続
的
な
治
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

巡
回
型
の
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

ムエンベジ村のヘルスセンターでは、経験豊富な準
医師が、モバイルクリニックの技術的・人的支援を
受けながら、感染者の診療から薬の処方までを一手
に担う。ここでは300人以上の患者を抱えている

モバイルクリニックで体重を測定する人々。感染者自身でつくられた支援グル
ープが行う。彼らは感染者のケアや、偏見視されることを恐れて外出を渋る
人々への治療の働き掛けもしている

ムンブワ郡の保健局長に、モバイルクリニックの進め方についてアドバイスす
るJICA専門家の早川忠男さん（右）と野崎威功真さん

H I V／エイズ克服を目指す
地域の人々が支え合い、

アフリカ南部のザンビアでは、成人の7人に1人がHIV感染者であるなど、HIV／エイズのまん延が深刻だ。
政府はその負の影響に対応するため、国を挙げてHIV／エイズ対策を推進している。
JICAも、人々を感染から守るとともに、すべての感染者や患者が病気と向き合い、適切な治療を受けられるよう、
予防啓発活動から、治療サービスの提供、政府の政策提言まで、包括的な支援を行っている。

ヘル
ス
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
。患
者
は
毎
日
の
薬
の
摂
取
だ
け
で
な
く
、定
期
的
な
治
療
が
重
要

な
た
め
、次
回
の
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニッ
ク
を
告
知
す
る
掲
示
板
を
設
置
し
た
り
、患
者
の
カ
ル
テ

を
作
り
、診
療
記
録
を
残
し
て
い
る

い く ま

写真=   飯塚 明夫 （写真家）

※１ 大学で医学課程を修了した医療従事者。正式な医師免許は持たず、医師の補助的
な役割を担う。
※２ HIV の増殖を抑え、エイズ発症を遅らせる効能を持つ。
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ザンビア

タンザニア

アンゴラ

ボツワナ
ジンバブエ

コンゴ民主共和国

モザンビーク

マ
ラ
ウ
イチョングウェ郡

ルサカムンブワ郡

活
動
や
感
染
者
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
に
関
す
る
検
査
の
精
度
管
理
能
力
向
上
、Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
の
連
携
に
よ
る
低
所
得
者
層
の
治
療
支
援
、Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ
イ
ズ
対
策
を
推
進
す
る
「
国
家
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ

ズ
・
結
核
・
性
感
染
症
評
議
会
」
へ
の
政
策
支
援
な
ど
、

包
括
的
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
、
検
査
精
度
管
理
能
力
の
向
上
を
図
る

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
検
査
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
ル
サ
カ
中
心
部
の
ザ
ン
ビ
ア
大
学

教
育
病
院
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
が
30
年

近
く
支
援
を
続
け
て
き
た
こ
の
病
院
に
は
、
同
国
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
検
査
体
制
の
拠
点
と
な
る
ウ
イ
ル

ス
検
査
室
が
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
同
病
院

の
検
査
技
師
と
協
力
し
な
が
ら
、
全
国
10
カ
所
の
主

要
病
院
の
検
査
室
を
対
象
に
検
査
精
度
の
向
上
、
検

査
運
営
体
制
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
の
正
確
性

は
、
感
染
者
一
人
一
人
に
正
し
い
診
断
を
下
す
た
め

に
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
後
の
適
切
な
治
療
・

ケ
ア
の
実
施
、
予
防
活
動
、
国
の
統
計
や
そ
れ
に
基

づ
く
政
策
決
定
な
ど
の
土
台
と
な
る
も
の
だ
」

　

そ
う
話
す
の
は
松
浦
伸
哉
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。

こ
れ
ま
で
、
検
査
手
順
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
や
、
検

査
技
師
へ
の
研
修
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
以
前
は
病

院
ご
と
に
検
査
技
師
の
意
欲
や
体
制
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、

そ
の
信
用
性
も
低
か
っ
た
そ
う
だ
が
、「
作
成
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
も
と
に
、
精
度
の
高
い
統
一
の
検
査
体

制
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
共
通
意
識
が
芽
生
え
つ

つ
あ
る
」
と
今
後
の
変
化
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
。

　

ル
サ
カ
に
は
、
低
所
得
者
層
が
居
住
す
る
、
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
ス
ラ
ム
が
多
く
存
在
す
る
。

そ
こ
で
は
無
秩
序
に
立
ち
並
ぶ
商
店
や
小
屋
の
間
に

人
々
が
密
集
し
、
ご
み
が
散
乱
す
る
劣
悪
な
衛
生
環

境
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
を
ま
ん
延
さ
せ
て
い
る
。

最
近
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
で
免
疫
力
が
落
ち
て
感
染

症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
結
核
を
発
症
す
る
患
者

も
急
増
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
病
状
の
進
行
を
早
め

る
た
め
、早
期
に
適
切
な
結
核
治
療
を
受
け
な
け
れ

ば
、
わ
ず
か
数
カ
月
で
死
に
至
る
危
険
性
が
あ
る
と

い
う
。

　

最
大
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
一
つ
、
カ
ニ
ャ
マ
地
区

の
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
朝
早
く
か
ら
診
察
の
順
番

待
ち
を
す
る
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
そ
の
敷
地

内
で
は
、
治
療
サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
パ
ウ

ン
ド
の
住
民
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
紙
芝
居
を

使
っ
て
、
人
々
に
結
核
の
病
状
や
服
薬
の
仕
方
・
副

作
用
な
ど
を
伝
え
て
い
た
。
治
療
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
し
、
彼
ら
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
の
は
、
日
本

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
特
活
）Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
｜
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
、
２

つ
の
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
で
結
核
・
エ
イ
ズ
統
合
治
療
支

援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
の
数
が
不
足
し
て
い

る
中
、
継
続
的
な
服
薬
が
欠
か
せ
な
い
結
核
治
療
で

は
、
日
ご
ろ
か
ら
患
者
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
彼
ら

を
支
え
る
治
療
サ
ポ
ー
タ
ー
の
働
き
が
大
き
な
役
割

を
果
た
す
。Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
｜
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
研
修
を

受
け
て
治
療
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
ダ
イ
ア
ナ
・

ト
ゥ
ー
レ
さ
ん
（
46
）
は
、「
研
修
の
お
か
げ
で
、
結

核
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

ケ
ア
が
必
要
な
患
者
さ
ん
た
ち
の
助
け
に
な
れ
た
」

と
喜
ぶ
。「
エ
イ
ズ
や
結
核
へ
の
偏
見
が
根
強
く
、
発

症
し
た
こ
と
が
周
り
に
知
れ
る
の
を
恐
れ
て
治
療
を

た
め
ら
う
人
も
い
る
。
正
し
い
知
識
や
感
染
予
防
・

治
療
の
情
報
を
地
域
全
体
で
共
有
し
、
一
人
で
も
多

く
の
患
者
さ
ん
を
救
え
る
よ
う
、
今
後
も
ケ
ア
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」。

　

一
方
、
首
都
近
郊
の
ル
サ
カ
州
チ
ョ
ン
グ
ウ
ェ
郡

で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
グ
ル
ー
プ
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
・
患
者
の
ケ
ア
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。活
動
は
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
自
助
グ
ル
ー
プ
の
収
入
向
上
、
住

民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
エ
イ
ズ
患
者
生
活
支
援
、
エ
イ

ズ
遺
児
ら
が
通
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の

情
操
教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
ほ
か
、
予
防

啓
発
活
動
に
携
わ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
隊
員
も

各
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　

ザ
ン
ビ
ア
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
の
参
謀
本
部

と
も
い
え
る
国
家
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
・
結
核
・
性
感

染
症
評
議
会
で
、
政
策
提
言
や
能
力
向
上
支
援
を
行

う
瀬
古
素
子
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
調
整
役

も
担
う
。「
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
予
防
、
治
療
、
ケ
ア
、

政
策
と
い
っ
た
分
野
横
断
的
な
取
り
組
み
と
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
か
ら
政
府
ま
で
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
取
り

組
み
の
双
方
を
網
羅
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
非
常

に
高
い
と
自
負
し
て
い
る
」。
月
に
1
度
、
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
が
集
ま
り
、
進
捗
を
報
告
し
情

報
を
共
有
し
て
い
る
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
の
現
場

か
ら
得
た
情
報
は
、
国
の
政
策
に
生
か
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。評
議
会
の
ベ
ン
・
チ
ル
ワ
長
官
は「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
も
た
ら
さ

れ
る
成
果
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
貴
重
な
知
見
が
蓄

積
さ
れ
、
わ
が
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
非
常

に
有
意
義
だ
。
今
後
も
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連

携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
期
待
を
語
る
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
よ
る
負
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
ザ
ン
ビ
ア
の
人
々
。
だ
が
、
現
地

で
目
に
し
た
の
は
、
感
染
の
事
実
を
受
け
止
め
、
病

気
と
共
に
前
向
き
に
生
き
る
感
染
者
や
患
者
と
、
彼

ら
を
支
え
よ
う
と
奮
闘
す
る
周
囲
の
支
援
者
の
姿

だ
っ
た
。
そ
う
し
た
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
い
つ

か
エ
イ
ズ
を
克
服
し
、
未
来
へ
の
希
望
に
満
ち
た
社

会
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
た
い
。

感
染
者
や
患
者
を
支
え
る

地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
て
、

ケ
ア
活
動
を
広
げ
よ
う

ザンビアZAMBIA

ア

ム

ダ

マ

イ

ン

ズ

し
ん
ち
ょ
く

チョングウェ郡で、HIV感染者宅を巡回する支援者たち。せっけんや洗剤、浄
水剤などの衛生用品も届けている

カニャマ地区のヘルスセンターに来ていた
HIV感染者。現地のNGOによる収入向上
支援で、テーブルクロスを作っている チョングウェ郡で、感染者支援を行う住民グループと話し合う西光佳乃子隊員（中央）

カニャマ地区のヘルスセンターで患者
に薬を配布する治療サポーター。彼らも
AMDA-MINDSの研修で養成された

ザンビア大学教育病院のウイルス検査室
で、日本の無償資金協力で供与された機
材を使い、血液検査をする検査技師たち

特集 感染症ー見えない恐怖との闘い
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ニジェール

ナイジェリア

チャド

マリ

アルジェリア

ニアメ
ボボイ県

ドッソ州

住
民
主
導
の
マ
ラ
リ
ア
予
防
対
策
を

世
界
三
大
感
染
症
の
一
つ
、マ
ラ
リ
ア
。
現
在
、世
界
の
１
０
０
カ
国
以
上
で
、

30
数
億
人
の
生
命
を
脅
か
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
多
く
は
、サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
に
集
中
す
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、マ
ラ
リ
ア
の
年
間
死
者
数
が
３
万
人
を
超
え
る
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
、

マ
ラ
リ
ア
対
策
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

小学校の教室を借りて、保健委員会メン
バーの研修会を実施。県保健局の職員
が、委員会の運営方法、マラリア予防のた
めの活動計画の立案方法などを指導する

保健委員会のメンバーの選
挙に住民を招集する村長

青年海外協力隊員が作成したマラリア予防啓発
の紙芝居。蚊の侵入を防ぐ蚊帳を使用することを
伝えている

保健委員会のメンバーを投票する住民。自分たちの
代表を自分で選ぶ、そう考えると自然と笑みがこぼれる
保健委員会のメンバーを投票する住民。自分たちの
代表を自分で選ぶ、そう考えると自然と笑みがこぼれる

票
す
る
こ
と
で
、
健
康
問
題
に
対
す
る
意
識
向
上
に

も
つ
な
が
り
、
メ
ン
バ
ー
も
住
民
の
視
点
で
活
動
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
し
て
き

た
住
民
参
加
型
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
住
民
が
健
康
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

解
決
す
る
場
を
提
供
す
る
、
と
い
う
役
割
に
徹
す
べ

き
。
活
動
内
容
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
住
民

自
身
が
気
付
き
、
考
え
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
た

今
、
各
村
で
は
着
々
と
保
健
委
員
会
の
組
織
化
が
進

ん
で
い
る
。

　
「
私
た
ち
が
村
に
行
く
と
、
自
然
に
村
人
が
集
ま
っ

て
来
て
、『
先
週
、（
蚊
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
）

掃
除
を
し
た
』
な
ど
と
教
え
て
く
れ
る
ん
で
す
。
自

分
た
ち
の
活
動
を
見
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
が
強
い

ん
で
す
ね
」。
住
民
の
マ
ラ
リ
ア
予
防
に
対
す
る
意
識

も
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

他
方
、
住
民
参
加
を
促
進
す
る
に
は
課
題
も
多
い
。

例
え
ば
、
住
民
の
意
識
が
変
わ
っ
て
も
、
村
で
は
マ

ラ
リ
ア
の
予
防
に
不
可
欠
な
長
期
薬
効
型
の
蚊
帳
の

購
入
が
困
難
で
あ
り
、
彼
ら
の
具
体
的
な
行
動
の
変

化
に
つ
な
が
り
に
く
い
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
は
成
人
識
字
率
が
低
く
、
読

み
書
き
が
で
き
な
い
人
も
多
い
。
こ
う
し
た
人
々
に

ど
の
よ
う
に
正
し
い
情
報
を
伝
え
、
住
民
の
行
動
に

つ
な
げ
て
い
く
の
か
を
考
え
て
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
も
重
要
だ
。

　

ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
も
マ
ラ
リ
ア
感
染
者
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
田
渕
さ
ん
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
住
民
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、
マ
ラ
リ
ア
患
者

を
一
人
で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
々
奮

闘
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
保
健
省
の
国
家
マ

ラ
リ
ア
対
策
局
と
協
力
し
て
、
地
域
の
活
動
を
取
り

ま
と
め
る
ボ
ボ
イ
県
保
健
局
の
能
力
強
化
と
、
保
健

委
員
会
の
組
織
化
な
ど
の
住
民
の
参
加
を
得
て
取
り

組
む
マ
ラ
リ
ア
予
防
対
策
の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
田
渕
俊
次
専
門
家
に

よ
る
と
、「
こ
れ
ま
で
、
保
健
委
員
会
の
代
表
は
村
長

の
鶴
の
一
声
で
決
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
結
果
、
選

ば
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
住
民
で
は
な
く
村
長
の
ほ
う

を
向
い
て
仕
事
を
し
て
し
ま
う
ん
で
す
」。
そ
れ
で
は

住
民
全
員
の
健
康
問
題
を
解
決
す
る
の
は
難
し
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
ず
、
保
健
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

を
住
民
投
票
で
選
出
す
る
こ
と
に
。
住
民
が
自
ら
投

　

ア
フ
リ
カ
中
西
部
に
位
置
す
る
、
世
界
最
貧
国
の

一
つ
ニ
ジ
ェ
ー
ル
。
人
口
は
約
１
１
９
７
万
人
。
乳

幼
児
死
亡
率
２
６
２（
対
出
生
１
０
０
０
人
）、
妊
産

婦
死
亡
率
１
６
０
０
（
対
出
生
10
万
人
）
と
い
う
数
値

は
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
中
で
も
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
こ
の
瞬
間
も
、
多
く
の
妊
産
婦
や
子
ど

も
た
ち
が
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

主
な
原
因
は
、マ
ラ
リ
ア
、下
痢
症
、呼
吸
器
疾
患
（
特

に
肺
疾
患
）、
栄
養
失
調
な
ど
。
中
で
も
、
マ
ラ
リ
ア

は
最
大
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

　

マ
ラ
リ
ア
は
、
蚊
が
媒
介
す
る
マ
ラ
リ
ア
原
虫
に

よ
り
感
染
す
る
熱
性
の
疾
患
だ
。
世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
感
染
者
は
世
界
で
年
間
３
〜
５

億
人
、
死
亡
者
は
１
０
０
万
人
に
も
上
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
は
、
医
療
施
設
・
ス
タ
ッ

フ
の
数
が
限
ら
れ
、
正
確
な
マ
ラ
リ
ア
感
染
者
数
の

把
握
す
ら
困
難
な
状
況
だ
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
７
年
11
月
に
「
マ
ラ
リ
ア
対
策
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
。
ド
ッ
ソ
州
ボ
ボ
イ
県

で
住
民
主
導
の
マ
ラ
リ
ア
予
防
対
策
を
支
援
し
、
感

染
率
の
減
少
を
目
指
し
て
い
る
。

　

首
都
ニ
ア
メ
の
南
東
１
０
０
キ
ロ
の
所
に
あ
る
ボ

ボ
イ
県
は
４
３
２
の
村
か
ら
成
り
、
各
村
に
は
住
民

自
身
が
保
健
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
「
保
健

委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

マ
ラ
リ
ア
を
予
防
す
る
に
は
、
診
断
・
治
療
技
術

の
向
上
、
機
材
・
薬
剤
の
安
定
的
な
供
給
、
蚊
帳
の

配
布
、
殺
虫
剤
の
散
布
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が

必
要
と
な
る
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
蚊
の
発
生
を
抑
制

し
た
り
、
蚊
帳
の
使
用
を
広
め
た
り
す
る
な
ど
、
草

の
根
レ
ベ
ル
で
住
民
へ
の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
も

重
要
だ
。
本
来
は
、
保
健
委
員
会
が
そ
の
活
動
を
担

う
べ
き
だ
が
、
現
実
は
果
た
せ
て
い
な
い
。

紙芝居を使って、村人に啓発活動を行う
プロジェクトスタッフ（右）

ニジェール NIGER

拡
大
す
る
マ
ラ
リ
ア
感
染

住
民
の
自
発
的
活
動
を
支
援

し
ゅ
ん
じ
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ホンジュラス
ベリーズ

ニカラグア

コスタリカ
パナマエルサルバドル

グアテマラ

貧しい人々を
シャーガス病から守るために
中南米特有の寄生虫症「シャーガス病」は、貧しい人々が感染しやすいことから
「貧困層の病」とも呼ばれている。JICAはこの病にいち早く注目し、
感染の危険にさらされている人々を守るため、中米地域で長年にわたって支援を続けてきた。

中米地域 CENTRAL AMERICA
※1 ホンジュラス、エルサルバドル、グアテマラ、コスタリカ、ニカラグア、パナマ、ベリーズ。JICAはグアテマラ、
ホンジュラス、エルサルバドル、パナマを支援している（ニカラグアは今年中に実施予定）。

※2 外来種（Rhodnius prolixus）、輸血による感染者がほとんどいなくなること、外来種の消滅、在来種に
よる陽性率が減少することを指す。

中
米
の
貧
困
層
を
襲
う
感
染
症

地
域
で
対
策
に
取
り
組
む
人
を
育
て
る

サシガメは、土壁（左）やわらぶき屋根（右）の家に生息する

出張先のグアテマラのチキムラ県ホコタン市の村で、保健ボランティアとサ
シガメの生息調査を行う橋本専門家（左）

小学校で啓発活動を行う笠原隊員（右奥）。紙芝居を使用して、子どもたちにシャーガス病に
ついて伝える

民家に殺虫剤を散布してサシガメを駆除する

米州保健機関のIPCA書記官から、
感染中断の認定証を受け取るグア
テマラ厚生省の代表者（左）

サシガメには、在来種（左：Triatoma dimidiata）と外来種（右：Rhodnius prolixus）がある。
プロジェクトでは外来種の消滅、在来種の減少を目指す
サシガメには、在来種（左：Triatoma dimidiata）と外来種（右：Rhodnius prolixus）がある。
プロジェクトでは外来種の消滅、在来種の減少を目指す

　

08
年
11
月
、中
米
７
カ
国
の
保
健
省
代
表
者
、世
界

保
健
機
関
、米
州
保
健
機
関
な
ど
の
賛
同
を
得
て
、グ

ア
テ
マ
ラ
に
お
い
て
外
来
種
に
よ
る
感
染
中
断
が
正

式
に
表
明
さ
れ
た
。
外
来
種
の
生
息
集
落
で
、新
規
の

感
染
者
発
生
を
ゼ
ロ
に
抑
え
た
こ
と
が
決
め
手
と

な
っ
た
よ
う
だ
。こ
れ
は
中
米
初
の
快
挙
で
あ
り
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
長
年
の
支
援
の
成
果
と
も
い
え
る
。シ
ャ
ー

ガ
ス
病
の
感
染
が
再
び
拡
大
し
な
い
よ
う
、住
民
の
さ

ら
な
る
意
識
向
上
と
監
視
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

J
I
C
A
は
今
年
５
月
に
フ
ェ
ー
ズ
２
を
開
始
す
る
。

　

グ
ア
テ
マ
ラ
に
続
い
て
ほ
か
の
国
々
も
感
染
中
断

が
果
た
さ
れ
、
い
つ
か
人
々
が
シ
ャ
ー
ガ
ス
病
の
脅

威
か
ら
解
放
さ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
望
む
。

し
て
い
る
笠
原
泰
生
隊
員
は
、
地
元
の
小
学
校
な
ど

を
回
り
な
が
ら
子
ど
も
へ
の
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
08
年
12
月
ま
で
に
62
校
で
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
お
り
、「
サ
シ
ガ
メ
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

シ
ャ
ー
ガ
ス
病
に
つ
い
て
知
ら
な
い
子
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
学
校
で
学
ん
だ
知
識
を
、
家
族
と
共
有
し
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
す
。
現
在
、
中
米
に
は
笠
原
さ

ん
の
よ
う
な
隊
員
が
５
人
派
遣
さ
れ
て
い
る
。　

　

橋
本
さ
ん
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
シ
ャ
ー

ガ
ス
病
が
発
生
し
な
い
環
境
を
整
備
す
る
〝
人
〞
を
育

て
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
保
健
省
の
現
場
関
係
者
や

こ
れ
ま
で
に
育
成
さ
れ
た
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

は
、
村
の
仲
間
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
、
日
々
活

動
に
汗
を
流
し
て
い
る
。
私
自
身
、
彼
ら
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
」
と
言
う
。

　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の

カ
ル
ロ
ス
・
シ
ャ
ー
ガ
ス
博
士
に
よ
り
、
中
南
米
特

有
の
寄
生
虫
症
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
名
も「
シ
ャ
ー

ガ
ス
病
」。
今
も
な
お
、
７
５
０
万
も
の
人
々
が
感
染

の
被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
。

　

シ
ャ
ー
ガ
ス
病
は
、
サ
シ
ガ
メ
と
呼
ば
れ
る
吸
血

性
カ
メ
ム
シ
の
媒
介
に
よ
る
感
染
が
８
割
、
そ
の
ほ

か
に
輸
血
に
よ
る
感
染
、
母
子
感
染
な
ど
が
あ
り
、

急
性
期
と
慢
性
期
に
分
か
れ
る
。
急
性
期
は
、
発
熱
、

片
目
の
腫
れ
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
る
が
、

た
い
て
い
無
症
状
の
場
合
が
多
い
。
慢
性
期
は
、
感

染
か
ら
10
〜
20
年
後
に
発
症
、
心
臓
肥
大
や
心
機
能

低
下
な
ど
に
よ
り
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

　

サ
シ
ガ
メ
は
土
壁
や
わ
ら
ぶ
き
屋
根
に
生
息
し
、

そ
う
し
た
住
居
に
住
む
貧
困
層
の
人
々
が
被
害
を
受

け
や
す
い
。
特
に
中
米
地
域
で
は
、
今
も
多
く
の
人

が
感
染
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ

で
中
米
７
カ
国
※
1
は
１
９
９
８
年
に
「
中
米
シ
ャ
ー

ガ
ス
病
対
策
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）」
を
発
足
。

２
０
１
０
年
ま
で
に
シ
ャ
ー
ガ
ス
病
の
感
染
中
断
※
2

を
目
指
し
、
国
境
を
越
え
て
感
染
予
防
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

90
年
代
に
サ
シ
ガ
メ
の
生
息
調
査
を
開
始
し
た
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
シ
ャ
ー
ガ
ス
病
対
策

の
支
援
を
グ
ア
テ
マ
ラ
で
開
始
。
03
年
か
ら
は
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
と
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
、
06
年
か
ら
は
パ

ナ
マ
に
も
活
動
を
展
開
し
、
感
染
中
断
に
向
け
て
主

導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
年
は
、
ニ

カ
ラ
グ
ア
で
も
支
援
を
始
め
る
予
定
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
サ
シ
ガ
メ
の
生
息
調
査
、

殺
虫
剤
散
布
に
よ
る
サ
シ
ガ
メ
の
駆
除
、
地
域
や
小

学
校
を
拠
点
に
し
た
住
民
へ
の
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
す
べ
て
の
国
で
共
通
し
て
い
る
の
は
、「
ア

タ
ッ
ク
フ
ェ
ー
ズ
」↓「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ー
ズ
」

と
い
う
２
段
階
の
手
法
。
ま
ず
ア
タ
ッ
ク
フ
ェ
ー
ズ

で
サ
シ
ガ
メ
の
駆
除
活
動
に
注
力
し
、
サ
シ
ガ
メ
の

生
息
率
を
減
少
さ
せ
、
そ
の
後
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
ェ
ー
ズ
で
、
住
民
の
啓
発
活
動
や
、
住
民
参
加
型

の
シ
ャ
ー
ガ
ス
病
監
視
体
制
の
構
築
な
ど
を
行
う
。

サ
シ
ガ
メ
が
再
侵
入
し
な
い
よ
う
住
居
や
衛
生
環
境

を
改
善
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
サ
シ
ガ
メ
や
感
染
者

を
発
見
し
た
ら
保
健
所
に
報
告
す
る
と
い
っ
た
、
住

民
に
よ
る
継
続
的
な
監
視
の
仕
組
み
を
形
成
す
る
こ

と
が
重
要
だ
か
ら
だ
。

　

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
西
部
、
サ
ン
タ
・
ロ
サ
・
デ
・
コ

パ
ン
を
拠
点
に
活
動
す
る
橋
本
謙
専
門
家
は
、
地
方

で
の
シ
ャ
ー
ガ
ス
病
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の

カ
ギ
と
な
る
の
が
、
各
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
保
健

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。
彼
ら
は
、
村
人
の
声
を
聞
き
、

自
治
体
と
連
携
し
て
地
域
の
保
健
医
療
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
橋
本
さ
ん
は「
中
米
と
い
っ
て
も
、国
・

地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
が
あ
り
、
そ
の
土
地

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
す
る
た
め
に
は
、
自
治

体
、
学
校
、
研
究
機
関
、
住
民
な
ど
を
巻
き
込
み
、

信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
対
策
を
練
る
こ
と
が
大

切
で
す
」
と
強
調
す
る
。

　

ま
た
、
住
民
に
対
す
る
啓
発
活
動
で
は
、
保
健
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
青
年
海
外
協
力
隊
員
が
活
躍

し
て
い
る
。
実
は
橋
本
さ
ん
も
元
グ
ア
テ
マ
ラ
隊
員
。

地
域
に
密
着
し
て
、
サ
シ
ガ
メ
の
駆
除
作
業
や
啓
発

活
動
に
奔
走
し
、
そ
の
経
験
は
現
在
の
活
動
に
も
生

か
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
東
北
部
・
モ
ラ
サ
ン
県
で
活
動

中
米
初
の
快
挙
、新
規
感
染
者
が
ゼ
ロ
に

トリアトーマ ディミディアータ ロドニウス プロリクサス

ロド ニ ウ ス プロリクサス

特集 感染症ー見えない恐怖との闘い
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ケニア人スタッフらと中西
さん（後列左）。普及活動
では、オリセットネットの機
能の重要性を伝え続けた

マラリアの犠牲者の多くは幼い子どもたち。オリセットネットは暑いアフリ
カでの使用を考え、通気性が良くなるよう網目の形状に工夫を施してある

日本の防虫蚊帳でマラリアを撲滅

家
庭
で
殺
虫
剤
に
浸
し
て
使
用
す

る
防
虫
蚊
帳
の
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
す
る
と
、
日
本
も
蚊
帳

を
無
償
で
供
与
。
当
時
マ
ラ
リ
ア

が
最
大
の
死
亡
原
因
だ
っ
た
ラ
オ

ス
に
は
約
２
万
５
０
０
０
張
り
の

オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
を
送
っ
た
。

　

さ
ら
に
02
年
に
「
世
界
エ
イ

ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基

金
」※
が
設
立
さ
れ
、
世
界
的
に
マ

ラ
リ
ア
対
策
が
加
速
。日
本
は
、05

〜
07
年
度
に
約
１
０
０
０
万
張
り

の
蚊
帳
（
う
ち
約
７
０
０
万
張
り

は
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
）
を
ア
フ

リ
カ
諸
国
に
配
布
し
た
。

　

オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
の
生
産
拠

点
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
中
国
、
ベ

ト
ナ
ム
。
３
カ
国
合
わ
せ
て
年
間

３
０
０
０
万
張
り
を
生
産
で
き
る

が
、
こ
れ
で
も
需
要
に
追
い
つ
い

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

殺
虫
効
果
の
あ
る
蚊
帳
の
生

産
・
配
布
が
急
が
れ
る
中
、低
価
格

の
製
品
を
販
売
す
る
メ
ー
カ
ー
が

増
え
、競
争
が
激
化
。住
友
化
学
も

ア
フ
リ
カ
で
の
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ

ト
普
及
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
活
躍
し
て
い
る
の
が
ア

フ
リ
カ
経
験
豊
富
な
元
青
年
海
外

協
力
隊
の
社
員
た
ち
だ
。
中
西
健

一
さ
ん
は
81
〜
83
年
、
ケ
ニ
ア
の

ジ
ョ
モ
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
農
工
大
学
で

土
壌
管
理
な
ど
を
学
生
に
指
導
。

帰
国
後
、住
友
化
学
に
入
社
し
、以

来
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
で
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
関
連
の
業

務
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。

　

特
に
昨
年
９
月
ま
で
の
１
年
間

は
ほ
と
ん
ど
を
ア
フ
リ
カ
で
過
ご

し
た
。
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
の
普

及
の
た
め
、
ケ
ニ
ア
人
ス
タ
ッ
フ

３
人
と
一
緒
に
各
国
の
マ
ラ
リ
ア

防
除
局
や
国
際
機
関
の
現
地
事
務

所
な
ど
を
回
っ
た
。
し
か
し
「
現

場
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
普
及
が

先
行
し
て
い
る
競
合
製
品
と
の
差

を
実
感
し
た
」
。
性
能
に
は
自
信

が
あ
る
が
、
使
い
続
け
な
け
れ
ば

そ
の
違
い
は
分
か
ら
な
い
。
「
蚊

帳
は
イ
ブ
ニ
ン
グ
ド
レ
ス
で
は
な

く
、
作
業
服
だ
」
と
機
能
の
重
要

性
を
訴
え
た
。
隊
員
時
代
に
ア
フ

リ
カ
の
人
々
と
の
付
き
合
い
方
を

学
ん
で
い
た
こ
と
も
役
立
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
４
人
で
は
限
界
が

あ
っ
た
。

　

だ
が
、
昨
年
10
月
の
組
織
改
編

に
伴
い
ス
タ
ッ
フ
が
拡
充
さ
れ

た
。
そ
の
中
に
は
、
隊
員
Ｏ
Ｂ
の

松
下
敏
明
さ
ん
、田
中
宏
さ
ん
、原

野
克
宏
さ
ん
、井
手
喬
洋
さ
ん
ら
心

強
い
顔
ぶ
れ
も
あ
っ
た
。「
社
内
で

ア
フ
リ
カ
を
知
る
プ
ロ
が
集
結
し

た
感
じ
」
と
中
西
さ
ん
。松
下
さ
ん

と
田
中
さ
ん
は
、「
マ
ラ
リ
ア
に
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、そ
の
つ
ら
さ

を
身
を
持
っ
て
知
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は

ず
」
と
意
気
込
む
。

　

オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
の
製
造
・

普
及
は
、
住
友
化
学
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
と
し
て
も

進
め
ら
れ
て
い
る
。
製
品
そ
の
も

の
が
人
々
を
マ
ラ
リ
ア
か
ら
守
る

と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
製
造

の
縫
製
工
程
で
は
多
く
の
人
手
が

必
要
な
た
め
、
現
地
の
雇
用
創
出

に
も
つ
な
が
る
の
だ
。
エ
チ
オ
ピ

ア
で
縫
製
工
場
の
立
ち
上
げ
準
備

に
当
た
る
原
野
さ
ん
は
、「
現
地
の

人
に
責
任
を
持
た
せ
、
結
果
が
出

れ
ば
褒
め
る
。
そ
う
し
て
信
頼
関

係
が
築
け
れ
ば
仕
事
は
は
か
ど

る
」
と
隊
員
時
代
に
得
た
教
訓
を

生
か
し
て
い
る
。

　

他
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立

し
な
け
れ
ば
事
業
は
継
続
し
な

い
。
「
ア
フ
リ
カ
で
は
何
が
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を

常
に
頭
に
置
い
て
お
く
こ
と
が
大

切
」
と
井
手
さ
ん
は
話
す
。

　

こ
う
し
て
協
力
隊
で
育
っ
た
人

材
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
「
こ

れ
ほ
ど
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
は

な
い
」
と
地
球
規
模
の
課
題
に
挑

ん
で
い
る
。

日
本
企
業
の
蚊
帳
を

Ｏ
Ｄ
Ａ
で
途
上
国
に

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
よ
く

見
か
け
る
蚊
帳
「
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ

ッ
ト
」。毎
年
約
１
０
０
万
人
を
死

に
至
ら
し
め
る
恐
ろ
し
い
マ
ラ
リ

ア
の
撲
滅
に
有
効
だ
と
し
て
、国
際

的
に
注
目
を
集
め
る
。２
０
０
１
年

に
は
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）の

推
薦
を
受
け
た
。

　

特
長
は
、
化
学
繊
維
に
殺
虫
剤

が
練
り
込
ん
で
あ
る
た
め
、
効
果

を
５
年
以
上
持
続
で
き
る
こ
と
。

ま
た
、
定
期
的
に
薬
剤
に
浸
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
洗
濯

す
る
た
び
に
効
果
が
薄
れ
る
従
来

の
防
虫
蚊
帳
と
違
い
、
手
間
も
か

か
ら
ず
丈
夫
で
、
な
お
か
つ
風
通

し
が
良
い
。
住
友
化
学
株
式
会
社

が
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
を
重
ね

た
結
果
、
１
９
９
５
年
に
開
発
に

成
功
し
た
。

　

マ
ラ
リ
ア
は
80
％
が
サ
ハ
ラ
以

南
ア
フ
リ
カ
で
発
生
し
て
お
り
、

死
者
の
多
く
が
５
歳
以
下
の
子
ど

も
た
ち
。
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン

が
な
い
た
め
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
の
が
最
も
有
効
な
予

防
方
法
だ
。

　

マ
ラ
リ
ア
対
策
へ
の
支
援
と
し

て
、
日
本
は
70
〜
80
年
代
に
殺
虫

剤
な
ど
を
開
発
途
上
国
に
提
供
。

そ
の
後
98
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど
が
、各

隊
員
Ｏ
Ｂ
が

普
及
の
現
場
で
活
躍

タンザニアの工場で働く女性。住友化学が現地の蚊帳メーカーに生産技
術を無償提供し、2007年に開業したこの工場は、国際協力銀行（JBIC）
の公的融資も受けた

エチオピアの首都から300キロ離れた地域で、縫製技術を指導する原野さ
ん。「私のライフワークは途上国の貧しい農民の生活改善。その可能性が
ある今の仕事に誇りを持っている」と話す

年間約100万人の犠牲者を出すマラリアの撲滅に向け、住友化学株式会社が画期的な蚊帳を開発した。
日本政府や国際機関とも連携して製造・普及し、その最前線では元青年海外協力隊の社員たちが活躍している。

た
か
ひ
ろ

国際協力の担い手たち

※三大感染症の脅威と闘うため、世界各国の協力の下、開発途上国の感染症対策を支える資金を提供する基金。 写真提供：住友化学株式会社
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スリランカ

インド

キャンディコロンボ

マータラ
ゴール

こ
と
ば
か
り
。円
借
款
事
業
だ
か
ら

こ
そ
、道
路
開
発
庁
と
は
対
等
な

立
場
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組

む
の
だ
が
、現
実
は
、技
術・知
識・

経
験
の
差
異
が
大
き
く
、さ
ま
ざ
ま

な
局
面
で
苦
労
が
尽
き
な
い
。

　

最
初
の
壁
は
、建
設
現
場
が
地

盤
の
弱
い
湿
地
帯
で
あ
る
こ
と
に
端

を
発
し
て
い
た
。軟
弱
な
地
盤
の
上

に
構
造
物
を
構
築
す
れ
ば
、地
盤

沈
下
が
起
こ
る
た
め
、地
盤
の
改
良

が
必
要
だ
。そ
こ
で
、工
期
の
短
縮

や
環
境
負
荷
の
観
点
か
ら
、新
し
い

工
法
を
提
案
し
た
。そ
れ
は
真
空
圧

を
利
用
し
て
地
盤
中
の
水
分
を
吸

い
上
げ
て
排
出
し
、地
盤
を
強
化
す

る
強
制
排
水
圧
密
工
法
と
い
う
も

の
。し
か
し
、道
路
開
発
庁
に
と
っ
て

は
、新
し
い
が
ゆ
え
に
半
信
半
疑
の

手
法
だ
っ
た
。理
解
し
承
認
し
て
も

ら
う
た
め
、試
験
施
工
や
デ
ー
タ
分

析
に
1
年
弱
と
い
う
時
間
を
費
や

し
た
。

　

も
っ
と
も
、途
上
国
の
社
会
基
盤

整
備
に
、日
本
の
技
術
を
駆
使
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
つ
つ
、時

に
は「
す
べ
て
日
本
流
を
通
す
こ
と

が
果
た
し
て
正
解
な
の
か
」と
考
え

る
。例
え
ば
、工
事
区
間
の
住
民
へ

の
説
明
な
ど
は
、地
元
ス
タ
ッ
フ
の

声
を
聞
き
、こ
の
国
の
や
り
方
を
尊

重
す
る
こ
と
で
、事
業
が
よ
り
円
滑

に
進
行
し
た
と
い
う
。

　
ま
た
、こ
の
事
業
で
は
、日
本
人
、

ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
ほ
か
、フ
ィ
リ
ピ
ン

人
、タ
イ
人
、イ
ン
ド
人
な
ど
、多
様

な
国
の
人
々
が
持
つ
知
識
や
技
術

が
投
入
さ
れ
て
い
る
上
、現
場
の
労

働
者
を
含
め
る
と
１
７
０
０
人
も

の
大
所
帯
だ
。そ
れ
だ
け
に
、ス
タ
ッ

フ
全
員
の
心
身
両
面
に
お
け
る
健

康
管
理
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者

の
大
切
な
仕
事
の一つ
。「
最
初
は
、

労
働
者
全
員
に
安
全
靴
を
履
か
せ

る
だ
け
で
も
大
変
だ
っ
た
」と
言
う

が
、現
場
で
の
安
全
管
理
に
注
意

を
払
う
の
も
、彼
ら
の
た
め
を
思
っ

て
の
こ
と
。

　

さ
ら
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し

て
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
予
防
の
た
め

の
啓
発
活
動
な
ど
も
取
り
入
れ
て

い
る
。こ
う
し
た
大
規
模
イ
ン
フ
ラ

事
業
で
は
、多
数
の
労
働
者
が
動

員
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、人
の
流

れ
が
活
性
化
し
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
な
ど
の
感

染
症
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ

る
。統
計
上
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
が

低
い
ス
リ
ラ
ン
カ
だ
が
、初
期
段
階

に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、感
染
が

深
刻
化
す
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る

と
も
い
わ
れ
て
い
る
の
だ
。堀
川
さ

ん
は「
途
上
国
で
の
貢
献
事
業
で
マ

イ
ナ
ス
の
要
因
が
あ
っ
て
は
い
け
な

い
」と
強
調
す
る
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
高
速
道
路
建

設
は
、「
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
作

業
量
で
、や
っ
て
も
や
っ
て
も
仕
事

が
あ
る
。今
、目
の
前
の
仕
事
と
闘

う
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
」だ
が
、そ
の

や
り
が
い
も
ま
た
大
き
い
。こ
の
高

速
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、コ
ロ
ン
ボ

圏
の
渋
滞
緩
和
だ
け
で
な
く
、世

界
遺
産
の
ゴ
ー
ル
旧
市
街
や
、南
部

の
美
し
い
ビ
ー
チ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
改

良
さ
れ
、観
光
開
発
に
も
つ
な
が

る
。将
来
的
に
は
、新
た
な
産
業
の

創
生
や
外
国
企
業
の
誘
致
な
ど
も

望
め
る
だ
ろ
う
。

　
「
工
事
完
了
後
、人
々
の
生
活
向

上
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
て
、初
め

て
い
い
も
の
が
で
き
た
と
誇
り
が
持

て
る
の
か
も
し
れ
な
い
」と
、高
速

道
路
が
秘
め
る
可
能
性
に
思
い
を

は
せ
な
が
ら
、２
０
１
０
年
9
月
の

完
成
の
日
を
目
指
す
。

　

雨
期
が
半
年
も
続
く
国
で
の
大

規
模
な
土
木
工
事
は
、決
し
て
容
易

で
は
な
い
。「
雨
量
が
多
け
れ
ば
、工

事
現
場
へ
行
く
道
も
水
没
し
て
し

ま
う
」。そ
ん
な
ゲ
ン
バ
で
道
路
建

設
事
業
を
施
工
す
る
の
が
、大
成
建

設
株
式
会
社
の
堀
川
祐
毅
さ
ん

だ
。

　
２
０
０
４
年
よ
り
ス
リ
ラ
ン
カ
に

駐
在
し
、上
水
道
普
及
率
の
低
い
中

部
の
都
市
キ
ャ
ン
デ
ィ
に
安
全
な
水

を
供
給
す
る
た
め
の
上
水
道
施
設

の
新
設
に
携
わ
っ
て
い
た
。そ
の
事

業
は
07
年
に
完
了
し
、今
で
は
水
を

め
ぐ
る
生
活
環
境
が
大
き
く
改
善

し
て
い
る
。そ
し
て
同
年
11
月
か
ら
、

円
借
款
に
よ
る
南
部
高
速
道
路
建

設
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
務
め
る
。「
初
め
て
空
港
に

着
い
た
と
き
は
、薄
暗
く
て
い
か
に

も
途
上
国
に
来
た
な
と
い
う
感
じ

で
し
た
。そ
れ
か
ら
は
、時
間
が
た
つ

の
が
早
かっ
た
」。

　

大
都
市
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
南
部
の
港

町
ゴ
ー
ル
や
マ
ー
タ
ラ
ま
で
を
結
ぶ

総
延
長
１
２
６
キ
ロ
の
南
部
高
速

道
路
は
、完
成
す
れ
ば
ス
リ
ラ
ン
カ

で
初
め
て
の
高
速
道
路
。日
本
は
う

ち
67
キ
ロ
の
建
設
を
支
援
す
る
。施

主
に
当
た
る
同
国
の
道
路
開
発
庁

に
と
っ
て
は
、も
ち
ろ
ん
経
験
の
な
い

新
し
い
工
法
を
導
入
し
た

高
速
道
路
建
設

現
地
の
や
り
方
や

労
働
者
へ
の
配
慮

「
人
々
の
生
活
向
上
に
貢
献
で
き
て
、

初
め
て
い
い
も
の
が
で
き
た
と

誇
り
が
持
て
る
」

スリランカ初の高速道路が、JICAの円借款支援で建設されている。そのゲンバで、1,700人ものスタッフ・労働者を率いる堀
川祐毅さんは、完成した道路がもたらす経済効果に期待を膨らませる。

1963年広島県出身。広島大学大学院環境工
学科卒。88年に大成建設株式会社入社。日
本で宅地造成や一般廃棄物処理施設、東京
ディズニーシーなどの建設事業、香港ディズニ
ーランド・リゾート建設事業を担当した後、2004
年よりスリランカに駐在。07年11月より南部高
速道路建設事業に携わる。

P R O F I L E

堀川祐毅 ほりかわ・ひろき

第
4
回

堀川祐毅さん

スリランカ南部高速建設事業
プロジェクトマネージャー

Horikawa Hiroki

現場一帯は湿地が広がるため、水
分を吸い上げて地盤を強化する新
しい工法が用いられている

堀川さんの事務所でのミーティング。所内だけで120人、工事
現場も含めて1,700人ほどが高速道路建設に携わっている 工事の進行具合は3割程度。2010年9月の完成に向けて工事を急ぐ

ベントゥータ川橋梁工事の現場技術者はフィリピン人（左）。建設には、日本人、スリラ
ンカ人のほか、20カ国の人々が従事している

雨期には川が増水し水浸しになるベントゥータ川。
高速道路が完成すると、ここに橋が架かる

ネパール人労働者に対するHIV／エイズ予防のための啓発
セミナー。こうしたセミナーを定期的に開いている

文・写真＝谷本 美加（写真家）
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マラウイ

タンザニア

ザンビア

ジンバブエ

モザンビーク

ナミテテ
リロングウェ

S p e c i a lR e p o r t

ル
ホ
ー
ム
ス
・
オ
ー
フ
ァ
ン
ケ

ア
」
へ
向
か
っ
た
。
コ
ン
ソ
ー
ル

ホ
ー
ム
ス
は
、
元
神
父
の
夫
婦
が

増
加
す
る
孤
児
た
ち
に
心
を
痛

め
、
２
０
０
０
年
に
立
ち
上
げ
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。
当
初
は
63
人
の
孤
児

を
対
象
に
カ
ロ
ロ
村
を
中
心
に
活

動
し
て
い
た
が
、
今
で
は
多
く
の

国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
を
得

て
、
１
０
１
の
村
々
で
1
万
９
６

８
１
人
の
孤
児
と
そ
の
家
族
に
、

生
活
・
教
育
・
心
理
ケ
ア
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
04
年

に
青
年
海
外
協
力
隊
員
の
派
遣
を

開
始
。
現
在
は
４
人
の
隊
員
が
、

幼
児
教
育
・
青
少
年
活
動
・
村
落

開
発
・
野
菜
栽
培
の
分
野
で
そ
れ

ぞ
れ
の
技
能
を
生
か
し
連
携
・
活

動
し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん
は
「
学
校
の

こ
と
、
教
育
の
こ
と
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
こ
と
、
そ

れ
ら
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方

と
、
学
び
合
い
、
考
え
合
い
、
そ

し
て
行
動
し
合
い
、
つ
な
が
り
合

っ
て
い
け
た
ら
」
と
い
う
思
い
で

活
動
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
の

思
い
に
共
感
し
、
今
回
の
滞
在
が

新
た
な
学
び
や
行
動
に
つ
な
が
れ

ば
と
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
の

出
会
い
の
場
を
準
備
し
た
。

地
域
が
子
ど
も
た
ち
を

支
え
る
大
切
さ
を
実
感

　
コ
ン
ソ
ー
ル
ホ
ー
ム
ス
の
支
援
の

コ
ン
セ
プ
ト
は「Love

is free

」。

物
質
的
支
援
で
は
な
く
、心
理
ケ

ア
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。一
人
一
人
の
子
ど
も
と
向
き

合
う
姿
勢
や
、多
く
の
地
域
住
民

が
活
動
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と

に
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん
は
と
て
も
興

味
を
持
っ
た
。

　

心
理
ケ
ア
活
動
は
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
お
絵

か
き
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
行
う
も
の
ま
で
さ
ま
ざ

ま
だ
。
そ
の
一
つ
、
下
地
聖
美
隊

員
の
企
画
に
よ
る
村
対
抗
障
害
物

競
走
を
視
察
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ

ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の
あ
ふ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
く
と
同
時
に
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
彼
ら
の
心

の
傷
を
癒
や
す
効
果
の
高
い
薬
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
。

　

そ
の
翌
日
、
2
年
前
に
両
親
を

相
次
い
で
失
い
、
足
の
不
自
由
な

祖
母
と
２
人
で
暮
ら
す
少
女
エ
リ

ナ
を
訪
問
。
粗
末
な
家
で
食
べ
る

も
の
に
も
事
欠
く
生
活
で
あ
っ
て

も
、「
将
来
は
何
に
な
り
た
い
？
」

「
好
き
な
食
べ
物
は
？
」
と
い
っ

た
問
い
に
、
明
る
く
答
え
る
彼
女

の
強
さ
に
触
れ
た
。
両
親
に
関
す

る
質
問
に
は
大
粒
の
涙
を
見
せ
る

場
面
も
あ
っ
た
が
、
「
以
前
は
毎

日
毎
日
、
両
親
の
こ
と
を
考
え
て

寂
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
コ
ン
ソ
ー

ル
ホ
ー
ム
ス
へ
行
く
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き

て
楽
し
い
。
最
近
は
両
親
の
こ
と

も
あ
ま
り
思
い
出
さ
な
く
な
っ

た
」
と
話
し
た
。
そ
れ
を
聞
き
、

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん
は
改
め
て
、
地

域
が
孤
児
を
支
え
る
こ
と
の
重
要

性
を
感
じ
た
よ
う
だ
。

　

マ
ラ
ウ
イ
で
の
滞
在
は
2
日
間

だ
っ
た
が
、
多
く
の
出
会
い
が
あ

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
家
族
や
コ
ン
ソ
ー
ル
ホ

ー
ム
ス
を
支
え
る
職
員
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
々
、
そ
し
て
協
力
隊

員
。
そ
の
全
員
か
ら
何
か
を
学
ぼ

う
、
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
Ｍ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん
の
真
摯
な
姿
は
、
き

っ
と
マ
ラ
ウ
イ
の
人
々
に
も
伝
わ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん
は

「
2
日
間
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
か

ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
本
当
に
ど
う
も
あ

り
が
と
う
」
と
す
て
き
な
笑
顔
を

残
し
、
次
の
目
的
地
ケ
ニ
ア
へ
向

か
っ
た
。

　

今
回
の
滞
在
で
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ

ん
は
「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
ま
た
一
つ
見
つ
け
た
よ
う
だ
。

そ
れ
が
今
後
ど
ん
な
形
で
マ
ラ
ウ

イ
と
結
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
私

た
ち
も
そ
の
〝
懸
け
橋
〞
と
し
て

か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
が

活
動
す
る
孤
児
施
設
へ

　

マ
ラ
ウ
イ
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
南

東
部
に
位
置
す
る
内
陸
国
で
、
北

海
道
と
九
州
を
合
わ
せ
た
面
積
と

ほ
ぼ
同
じ
。
こ
の
狭
い
国
土
に
１

３
５
０
万
人
が
生
活
し
て
い
る
。

国
家
と
し
て
の
紛
争
は
あ
ま
り
経

験
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
最
も
貧
し
い
国
の
一
つ
で
あ

り
、
食
料
不
足
、
土
壌
や
森
林
な

ど
の
天
然
資
源
の
喪
失
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ
イ
ズ
の
影
響
な
ど
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
な
が
ら

も
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
る

人
々
の
笑
顔
が
マ
ラ
ウ
イ
に
は
あ

ふ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ

さ
ん
に
、
貧
困
だ
け
で
は
な
い
元

気
な
姿
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
た
。

　

２
０
０
８
年
11
月
13
日
、
Ｍ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん
は
、
首
都
リ
ロ
ン
グ

ウ
ェ
か
ら
西
に
50
キ
ロ
の
ナ
ミ
テ

テ
に
あ
る
孤
児
施
設
「
コ
ン
ソ
ー

ケ
ニ
ア
の
ス
ラ
ム
で
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
触
れ
、

子
ど
も
の
教
育
支
援
を
行
う「C

hild A
F
R
IC
A

」を
立
ち
上
げ
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん
が
、新
た
な
出
会
い
を
求
め
、マ
ラ
ウ
イ
を
訪
れ
た
。

貧
し
い
中
で
も
た
く
ま
し
く
生
き
る
孤
児
た
ち
と
の
触
れ
合
い
か
ら
、

彼
女
は
何
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さ
ん
と
マ
ラ
ウ
イ
の
孤
児
た
ち
と
の
出
会
い

コンソールホームス・オーファンケアの
活動について話を聞く

応募方法は 34 ページをご覧ください。

文＝関 香織（JICAマラウイ事務所）
photo by Special K

子どもたちにサッカーボールをプレゼント

Child AFRICAの特製Tシャツを
4人の方にプレゼント！

孤児施設「コンソールホームス・オーファンケア」の支部にて

し
ん
し
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レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
特
産
品
を
用

い
た
多
彩
な
料
理
が
提
供
さ
れ
、

昼
食
を
取
る
研
修
員
た
ち
も
興
味

津
々
の
様
子
で
慣
れ
な
い
は
し
を

動
か
し
て
い
た
。

　

優
れ
た
地
域
資
源
も
、
そ
の
ま

ま
で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
と
な
る
。

篠
山
市
で
は
、
資
源
の
価
値
を
守

り
、
高
め
て
い
く
た
め
、
高
品
質

の
特
産
品
や
加
工
製
品
の
開
発
、

伝
統
的
な
町
並
み
の
保
存
、
伝
統

文
化
の
継
承
な
ど
、
住
民
の
ア
イ

デ
ア
と
行
政
の
施
策
が
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
を
精
力
的
に
続
け

て
い
る
。
05
年
に
は
、
特
産
品
振

興
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に

特
化
し
た
「
丹
波
さ
さ
や
ま
黒
ま

め
課
」
を
市
役
所
に
新
設
。
農
協

と
連
携
し
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
悩
む
生
産
者
へ
の
支
援
や
商

品
の
品
質
管
理
の
改
善
、
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
「
黒
豆
検
定
」
制
度
を
導
入

し
た
り
、
「
黒
豆
販
売
解
禁
日
」

を
設
定
し
て
、
そ
れ
以
前
に
販
売

さ
れ
る
他
産
地
の
製
品
と
の
差
別

化
を
図
る
な
ど
、
「
丹
波
黒
」
の

ブ
ラ
ン
ド
を
守
る
ユ
ニ
ー
ク
な
施

策
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

海
を
越
え
ア
フ
リ
カ
に

伝
わ
る
篠
山
の
誇
り

「
人
々
の
誇
り
で
あ
る
特
産
品

へ
の
思
い
や
、
そ
の
価
値
を
少
し

で
も
高
め
よ
う
と
努
力
す
る
生
産

者
、
行
政
の
姿
か
ら
何
か
を
感

じ
、
帰
国
後
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
す
の
は
、
研
修
の
運
営

を
担
う
（
特
活
）
篠
山
国
際
理
解

セ
ン
タ
ー
の
足
立
眞
理
子
事
務
局

長
。
研
修
で
は
、
大
分
県
の
一
村

一
品
運
動
の
関
係
者
、
市
の
特
産

品
開
発
担
当
者
が
講
義
し
た
ほ

か
、
市
内
の
農
協
や
直
売
所
を
視

察
。
ま
た
、
黒
豆
煮
や
黒
豆
甘
納

豆
、
ゼ
リ
ー
、
お
菓
子
を
製
造
す

る
加
工
業
者
、
こ
の
地
方
で
発
祥

し
１
８
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

「
丹
波
布
」
を
伝
え
る
伝
承
館
な

ど
も
訪
問
し
た
。
研
修
員
か
ら

は
、「
生
産
者
の
商
品
に
対
す
る
自

信
と
誇
り
が
印
象
的
」
「
加
工
製

品
と
し
て
付
加
価
値
を
高
め
る
ア

イ
デ
ア
が
多
彩
だ
」
「
伝
統
技
術

を
途
絶
え
さ
せ
ず
、
地
域
活
性
化

の
源
と
し
て
い
る
点
が
素
晴
ら
し

い
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ

た
。

　

最
後
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ガ
ー

ナ
で
農
村
開
発
の
経
験
を
持
つ
清

家
政
信
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専

門
員
の
指
導
の
も
と
、
研
修
で
の

学
び
を
取
り
入
れ
た
行
動
計
画
を

作
成
。
「
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
を
加

工
し
た
多
品
目
商
品
の
開
発
と
、

生
産
者
団
体
の
組
織
化
」
（
セ
ネ

ガ
ル
）
、
「
住
民
主
体
の
特
産
品

開
発
を
支
援
す
る
地
域
資
源
セ
ン

タ
ー
の
設
立
」
（
マ
リ
）
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
篠
山
で
得
た
ヒ
ン
ト

を
生
か
し
た
地
域
振
興
策
を
発
表

し
た
。

　

藤
本
妙
子
・
同
セ
ン
タ
ー
副
代

表
理
事
は
、
10
年
ほ
ど
前
に
住
民

総
出
で
特
産
品
開
発
に
乗
り
出
し

た
時
代
を
振
り
返
り
、
「
初
め
は

『
ホ
ン
マ
に
売
れ
る
ん
か
』
と
半

信
半
疑
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
は
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
、
名
の
通
る
製
品

を
作
り
上
げ
て
き
た
」
と
話
す
。

そ
ん
な
篠
山
の
経
験
が
、
海
を
越

え
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
奮

闘
す
る
ア
フ
リ
カ
の
人
々
に
多
く

の
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
「
篠
山

の
食
べ
物
、
風
土
は
ど
こ
に
も
負

け
へ
ん
」
と
自
負
す
る
彼
ら
に
と

っ
て
も
、
そ
れ
は
ふ
る
さ
と
の
自

信
と
誇
り
を
再
確
認
す
る
、
大
切

な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
が
一
つ
に
な
っ
て

取
り
組
む
特
産
品
開
発

　

ご
飯
と
一
緒
に
ふ
っ
く
ら
炊
き

上
が
っ
た
大
粒
の
黒
豆
に
、
一
同

が
思
わ
ず
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

こ
こ
は
、
黒
大
豆
の
最
高
級
品
と

し
て
名
高
い
「
丹
波
黒
」
の
産

地
、
兵
庫
県
篠
山
市
に
あ
る
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
黒
豆
の

館
」
。
２
０
０
８
年
11
月
、
こ
の

地
を
舞
台
に
、
J
I
C
A
兵
庫
は

ア
フ
リ
カ
の
青
年
た
ち
が
日
本
の

地
域
振
興
の
経
験
を
学
ぶ
研
修
を

実
施
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
ル
ワ
ン
ダ
、

マ
リ
、
セ
ネ
ガ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

の
4
カ
国
・
21
人
。
自
国
で
地
域

開
発
に
携
わ
る
若
手
の
行
政
官

や
、
起
業
し
て
特
産
品
開
発
を
進

め
る
経
営
者
た
ち
だ
。

　

美
し
い
里
山
風
景
が
広
が
る
篠

山
市
は
、
黒
大
豆
に
加
え
、
ク

リ
、
山
の
芋
、
マ
ツ
タ
ケ
、
猪
肉

と
い
っ
た
特
産
品
や
、
篠
山
城
下

の
伝
統
的
建
造
物
郡
な
ど
、
多
様

な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
る
。
「
黒

豆
の
館
」
は
、
特
産
品
の
開
発
・

販
売
、
観
光
客
へ
の
農
業
体
験
事

業
を
通
じ
、
新
し
い
農
業
の
展
開

と
活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
を
進
め

る
地
域
拠
点
の
一
つ
。
行
政
の
支

援
を
得
な
が
ら
も
、
そ
の
運
営
に

は
生
産
者
を
中
心
に
住
民
が
主
体

的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
併
設
の

黒豆ゼリーの加工工場を視察。ゼリーは高級品
として料亭や百貨店などに出荷される

黒大豆畑を視察する研修員。「ほかの作物と比較してどれくらい収益性
があるのか？」「黒豆農家が抱える一番の問題は？」と質問が次々に飛ぶ

ユズやウメなど、さまざまな果実でワインを作る小さな醸造所を訪
問。「珍しいワインで地元を元気にしたい」との若オーナーの言葉が
研修員の胸に響いた

篠
山
市

兵
庫
県

1999年、旧多紀郡4町（篠山町、今田町、丹南町、西紀町）が
合併して誕生。面積377.61平方キロ、人口約45,000人。過
疎化・少子高齢化が進む地域を活性化させようと、合併後、
多くの住民が立ち上がり、行政と一体となって特産品や観光
資源の開発に努めている。国際交流事業や在住外国人の支
援を行う（特活）篠山国際理解センターが中心となり、市民
の国際理解を深めるとともに、途上国の人々に篠山の取り組
みを学んでもらうため、観光振興・地域振興などをテーマと
したJICAの青年研修を2005年より受け入れている。

兵庫県篠山市

地域と世界のきずな 第4回 

豊かな自然にはぐくまれた、四季折々の特産品で知られる兵庫県篠山市。
そんなふるさと自慢の品々を掲げて地域おこしに取り組む同市の経験を学ぼうと、
遠くアフリカから青年たちがやって来た。

ふるさとを元気に
地域の誇りで

篠山市
丹波布伝承館で糸紡ぎに挑戦。篠山市のお隣・
丹波市にある同館では、代々受け継がれてきた
技術をお年寄りが若者に伝えている

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
や
文
化
祭
へ
の
参
加
な
ど
、

住
民
と
の
交
流
も
行
わ
れ
た
。「
こ
う
し
た
経

験
を
き
っ
か
け
に
、市
内
に
住
む
外
国
人
と
の

交
流
や
助
け
合
い
の
輪
が
広
が
れ
ば
」と
足
立

さ
ん

さ
さ
や
ま

き
よ

の
り
こ

か

ささ やま
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合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
国
際
理
解
教

育
を
行
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
途
上

国
で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
に
参
加
し
た
先
生
が
自
ら
の
体

験
を
伝
え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
世

界
に
目
を
向
け
、
つ
な
が
り
を
実
感
で
き

る
機
会
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。皆
さ
ん
の
情
熱
、技
術
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
1 

中
南
米
地
域
の
日
系
社
会
で
活
動
す
る
「
日

系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
も
対
象
に
含
む
。

※
2 

教
育
委
員
会
ま
た
は
国
立
大
学
法
人
に
よ

っ
て
条
件
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
詳
細
は
、

所
属
の
教
育
委
員
会
ま
た
は
国
立
大
学
法
人
へ
。

A

に聞きたい！

JICA

ザンビアの教員養成校で、実験を取り入れた理科
の授業の進め方を指導する理数科教師隊員

先生も青年海外協力隊に
参加できますか？

　
　
自
身
の
技
術
や
知
識
を
生
か
し
、
世

界
各
地
で
活
躍
す
る
青
年
海
外
協
力
隊
。

途
上
国
か
ら
の
派
遣
要
請
が
最
も
多
い
教

育
分
野
で
は
、
学
校
現
場
の
教
員
の
数
や

質
、教
育
制
度
な
ど
が
不
十
分
な
た
め
、日
本

の
先
生
た
ち
の
知
識
や
経
験
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
１
年
か
ら
、
文
部

科
学
省
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
と
協

力
し
、
公
立
学
校
・
国
立
大
学
付
属
学
校

の
教
員
が
現
職
の
身
分
を
保
持
し
た
ま
ま

協
力
隊
に
参
加
で
き
る「
現
職
教
員
特
別

参
加
制
度
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
※
1
。

39
歳
以
下
で
、現
職
教
員
と
し
て
3
年
※
2

以
上
の
経
験
を
持
つ
心
身
共
に
健
康
な
方

が
対
象
で
す
。こ
れ
ま
で
に
、
小
学
校
教

諭
、理
数
科
教
師
、体
育
指
導
、養
護
な
ど
の

分
野
を
中
心
に
、５
０
０
人
以
上
が
途
上

国
の
教
育
現
場
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

期
間
は
、
派
遣
前
訓
練
を
含
め
て
2
年

間
。学
年
の
区
切
り
を
ま
た
が
ず
に
、帰
国

後
す
ぐ
に
職
場
復
帰
で
き
ま
す
。ま
た
、1

次
選
考
で
の
技
術
試
験
が
免
除
さ
れ
て
い

ま
す
。派
遣
先
で
は
、授
業
を
す
る
だ
け
で

な
く
、教
員
の
育
成
や
指
導
法
の
確
立
、教

材
開
発
な
ど
、
日
本
で
培
っ
た
経
験
・
能

力
を
生
か
し
た
幅
広
い
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
所
属
す
る
日
本
の
学
校
に
活

動
の
様
子
を
伝
え
た
り
、
交
流
事
業
を
始

め
た
り
す
る
方
も
多
い
で
す
ね
。

　

帰
国
し
て
職
場
復
帰
し
た
先
生
か
ら

は
、「
途
上
国
の
現
場
を
知
り
、日
本
の
教
育

を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
」「
子
ど
も

た
ち
へ
の
接
し
方
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
」

と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。総

「先生の経験や技術が途上国で求められています」
早瀬竜也 JICA青年海外協力隊事務局

ネパールの小学校で、隊員の鍵盤ハーモニカの演奏に合わせて歌う子どもたち

国際政治を専攻していた大学時代、米国
留学やインドでのNGOのインターンを
経験し、開発問題に関心を持つ。2007
年4月JICA入構。08年4月より現職。

PROF I L E

開発途上国の教育の向上のため、日本の先生たちが
青年海外協力隊員として活躍している。 
日本の学校教育現場での知識・経験を生かして協力隊に参加する
「現職教員特別参加制度」を紹介する。

3月中旬～下旬：JICAホームページに要請案件リスト、
必要応募書類を掲載。各都道府県教育委員会の定める
規定に従い、応募書類を提出。
7月：二次選考（個人面接、健康診断など）
8月：最終合否通知
2010年4～6月：派遣前訓練
6月～2012年3月：現地派遣
問い合わせ：JICA青年海外協力隊事務局ボランティア
参加促進課
TEL：03-5218-3067
Email：jvtpp@jica.go.jp

青年海外協力隊 現職教員特別参加制度　2009年度春募集のスケジュール

http://www.jica.go.jp/
青年海外協力隊、シニア海外ボラ
ンティアの募集情報もこちらから！
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01ケニアで初めてのロボットコンテストを開催

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
８
年
12
月
よ

り
、
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
「
Ｊ
Ｐ
バ
ン
ク
カ

ー
ド
」
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
、
「
ゆ
う
ち
ょ
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
」
へ
の
寄
付
の

受
付
を
開
始
し
た
。
寄
付
金
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
開
発
途
上
国
の
貧

困
削
減
や
環
境
保
全
に
活
用
さ
れ

る
。
詳
し
く
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
Ｊ

Ｐ
バ
ン
ク
カ
ー
ド
デ
ス
ク
（
０
１
２

０

－

９
３
３

－

０
０
０
）
ま
で
。

　

２
０
０
８
年
12
月
3
〜
7
日
、
セ

ネ
ガ
ル
の
首
都
ダ
カ
ー
ル
で
、
第
15

回
ア
フ
リ
カ
地
域
エ
イ
ズ
・
性
感
染

症
国
際
会
議
が
開
か
れ
、援
助
団
体
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
際
機
関
、
各
国
政
府
な

ど
か
ら
1
万
人
を
超
え
る
関
係
者
が

出
席
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
対
策
に
お
け
る
「
科
学
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
の
3
つ
の
視
点
の
重
要
性
と
そ

れ
ら
の
相
乗
効
果
が
強
調
さ
れ
た
ほ

か
、
障
害
者
を
取
り
巻
く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
問
題
な
ど
も
初
め
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
。ま
た
、す
べ
て
の
人
々

が
予
防
・
ケ
ア
・
治
療
を
受
け
ら
れ

る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ア
ク
セ
ス
」

の
達
成
に
向
け
た
各
セ
ク
タ
ー
間
の

協
調
と
連
携
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ

た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
も
専
門
家
や
青
年

海
外
協
力
隊
員
を
含
む
50
人
以
上
が

参
加
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
若
者
へ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ
イ
ズ
の
予
防
・
啓
発
活
動
に
重

点
を
置
い
た
ア
フ
リ
カ
各
地
で
の
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
紹
介
。
ま
た
、
若

者
の
行
動
変
容
を
促
す
ア
プ
ロ
ー
チ

の
在
り
方
や
、「
若
者
か
ら
若
者
へ
」

と
次
世
代
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
と
可
能
性
が
示

さ
れ
た
。

　

２
０
０
８
年
11
月
29
日
、
ケ
ニ
ア

の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
に
あ
る
科
学
技
術

高
等
教
育
機
関
の
一
つ
、
国
立
ケ
ニ

ア
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
校
で
、
第
１
回

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
ロ
ボ
コ

ン
）
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
の
も
と
に

開
催
さ
れ
た
。
科
学
技
術
省
な
ど
の

関
係
者
約
１
５
０
人
が
出
席
す
る

中
、
5
つ
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
校
が

出
場
し
、
学
生
、
教
員
ら
に
よ
っ
て

製
作
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
そ
の
完
成

度
を
競
っ
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
07
年
に
ケ

ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
牧
野
修
・
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員
（
専
門
：
電

子
情
報
通
信
・
高
等
教
育
）が
、同
国

の
科
学
技
術
振
興
と
人
材
育
成
を
促

進
す
る
た
め
、科
学
技
術
省
に
提
案

し
た
の
が
き
っ
か
け
。ア
ジ
ア
太
平

洋
放
送
連
合（
Ａ
Ｂ
Ｕ
）を
通
じ
て
、

科
学
技
術
省
の
関
係
者
が
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
大
会

を
視
察
し
て
強
い
印
象
を
受
け
、

「
ぜ
ひ
ケ
ニ
ア
で
ア
フ
リ
カ
初
の
ロ

ボ
コ
ン
を
」
と
開
催
を
決
め
た
。

　
政
府
が
設
置
し
た
技
術
委
員
会
を

中
心
に
準
備
が
進
め
ら
れ
、
大
統
領

選
挙
後
の
騒
乱
や
暴
動
の
影
響
で
一

度
は
延
期
さ
れ
た
も
の
の
、
牧
野
専

門
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
会
場

準
備
や
ル
ー
ル
設
定
、
大
会
運
営
な

ど
を
す
べ
て
ケ
ニ
ア
側
が
担
当
し
、

今
回
の
開
催
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　

当
日
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
自
動
制

御
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
制
限
時
間

内
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
い
く
つ
所
定
の
場

所
へ
運
べ
る
か
を
競
い
合
っ
た
。
ラ

イ
ト
を
輝
か
せ
な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド

で
暴
走
す
る
も
の
、
急
に
直
角
に
曲

が
る
も
の
、
本
番
で
は
ま
っ
た
く
動

か
な
か
っ
た
も
の
な
ど
、
個
性
豊
か

な
５
つ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
奮
闘
ぶ
り

に
、
人
々
の
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て

い
た
。

　

出
場
し
た
学
生
や
教
員
か
ら
は
、

「
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
を
通
じ
て
機
械
・

電
気
工
学
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
」

と
の
声
。
ケ
ニ
ア
政
府
は
今
後
も
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
力
し
、
ロ
ボ
コ
ン
を
活

用
し
た
科
学
技
術
・
工
学
教
育
の
推

進
や
人
材
育
成
に
努
め
る
考
え
だ
。

03
第15回アフリカ地域エイズ・性感染症国際会議に参加

02

JICA UPDATE

ゆうちょ銀行「JPバンクカードポイ
ント」とJICAの途上国支援が連携

ロボットを操作するコンテスト出場者

JICAのブースではセネガル事務所のスタッフらが対応。多く
の会議参加者が訪れた

©千葉康由
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日
本
の
ア
フ
リ
カ
へ
の
農
業
・
農
村
協
力
は
「
灌

漑
を
含
め
た
稲
作
」
と
「
総
合
農
村
開
発
」
に
集

約
さ
れ
る
と
い
え
る
。
本
書
は
ア
フ
リ
カ
の
農
業

を
、
砂
漠
化
防
止
と
農
村
開
発
、
稲
作
（
ネ
リ
カ

米
）
、
灌
漑
な
ど
の
水
資
源
有
効
利
用
技
術
の
3

つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
検
討
し
、
モ
デ
ル
と
な
る

日
本
の
協
力
を
豊
富
に
紹
介
し
て
い
る
。
特
に
、

サ
ヘ
ル
地
域
に
お
け
る
砂
漠
化
防
止
技
術
の
開
発

と
農
村
開
発
の
取
り
組
み
は
住
民
参
加
型
開
発
の

実
践
例
で
、
住
民
の
当
事
者
意
識
を
確
立
す
る
た

め
に
行
っ
た
時
間
を
か
け
た
取
り
組
み
が
失
敗
も

含
め
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
の
農
業
・

農
村
開
発
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
多
く
の
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
。

『
ア
フ
リ
カ
農
業
と
地
球
環
境

持
続
的
な
農
業
・
農
村
開
発
は
い
か
に
可
能
か
』

齋
藤
晴
美
監
修
／

家
の
光
協
会
／

１
６
８
０
円（
税
込
）

JICA地球ひろばランチセミナー
「TABLE FOR TWO って何だろう？」
企業や官公庁などの食堂で、低カロリー
の食事を提供して健康を維持し、代金の
一部をアフリカの学校給食支援に充てる
「TABLE FOR TWO」運動。この運動の
背景を知るためのセミナーと、特製エスニ
ック版「TABLE FOR TWO」ランチがセ
ットになったイベントを開催。
日時：2月21日（土）11時半～
会場：JICA地球ひろば　カフェ・フロンティア（東
京都渋谷区）
参加費：720円（ランチ700円、募金20円）
申込・問：JICA地球ひろば地球案内デスク　
TEL：0120-767278  
Email：chikyuhiroba@jica.go.jp

詳細は34
ページへ

この本を
プレゼント！

2004年／イスラエル・フランス・ドイツ／97分
監督：エラン・リクリス
出演：ヒアム・アッバス、マクラム・J・フーリ、クラ
ラ・フーリ
公開：2月21日、東京・岩波ホール
URL：http://www.bitters.co.jp/hanayome/

第３次中東戦争で住んでいたゴラン高
原がイスラエル占領下となり、同国が領
土を争うシリアの親族らと分断されてき
たイスラム教ドゥルーズ派の人々。そん
な境遇に生まれ育った娘モナは、宗教
的慣習によりシリアの親族男性の元に
嫁ぐことに。だが、境界線を越えてシリ
ア人と結婚すれば、両国の国境政策の
ために故郷には二度と戻れず、愛する家
族との永遠の別れが待っている。結婚
式の日、モナは決意を胸に家族とともに
国境へ向かう。領地争いに翻弄される
人々の人生、家族愛、そして最後にモナが
取る驚くべき行動に目と心を奪われる。
2004年モントリオール世界映画祭グラ
ンプリ作品。

結婚式の日、花嫁は家族に
永遠の別れを告げて境界線を越える
「シリアの花嫁」

2008年／日本／100分
監督：佐藤威一郎
出演：桑山紀彦
公開：2月20日まで、東京・ポレポレ東中野
URL：http://www.officeraft-qua.co.jp/e-
stage2.html

世界の紛争地・災害地で、心に傷を負っ
た子どもたちのケアに努め、その経験を、
映像や語り、自らが奏でる音楽とともに
伝え続ける精神科医・桑山紀彦さん。本
作は、そんな彼の活動や子どもたちとの
触れ合いの様子を追ったドキュメンタリ
ー。過酷な環境の中でも、前を向いて懸
命に生きようとする子どもたちの生命の
輝きが胸を打つ。

傷ついた子どもたちの心を癒すため
一人の医師が世界を奔走する
「地球のステージ ありがとうの物語」

チョコレートを通じて児童労働問題を考える教材

（特活）ＡＣＥは、私たちの生活に身近なチョコレートを通じて、児童労働につ
いて考える開発教育教材「おいしいチョコレートの真実」を制作した。チョコ
レートと児童労働に関するクイズや、貿易の仕組みを疑似体験するワークシ
ョップなどで構成される。ガーナの生活の様子などを収録したDVDとセットで
６,８００円（税込）。注文は、同団体ホームページのオンラインショップにて。

（35ページに関連記事）

問：（特活）ACE
TEL：03-3835-7555
Email：info@acejapan.org
URL：http://acejapan.org/

『おいしいチョコレートの真実～働く子どもとわたしたちのつながり～』
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メークロン駅。１日４便の運行なので
駅の施設も屋根があるだけ

サイレンが鳴った後、１分もしないうちに撤去完了。通り過ぎるのを待つ

線路脇ギリギリまでに積まれた野菜、果物などの商品
は、電車にひかれているように見える。大丈夫なの？

電車が上を通ってもつぶれていない売り物を見せ、「マイペン
ライ」と言う店員

電車通過後、再び店開き。日よけはワンタッチ式で組み立ても早い

　
「
市
場
に
行
け
ば
、
そ
の
国
が
分

か
る
」　　
そ
ん
な
言
葉
の
通
り
、

タ
イ
は
至
る
と
こ
ろ
に
市
場
が
あ

る
。
あ
り
ふ
れ
た
市
場
だ
け
で
な

く
、
水
上
市
場
、
中
華
街
の
市
場
、

ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
な
ど
。
そ

こ
で
は
活
気
あ
ふ
れ
る
タ
イ
人
の
生

活
が
う
か
が
え
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
こ
そ
タ
イ
と
い
う

市
場
が
あ
る
。
首
都
バ
ン
コ
ク
か
ら

鉄
道
で
１
時
間
半
ほ
ど
の
町
メ
ー
ク

ロ
ン
の
通
称
「
線
路
市
場
」。一
見
、

手
狭
な
小
道
を
利
用
し
た
市
場
に

見
え
る
。
商
品
は
肉
、
野
菜
、
果

物
に
雑
貨
。
海
に
近
い
た
め
、
海

産
物
も
並
ん
で
い
る
。
何
も
知
ら
な

い
旅
行
者
が
ブ
ラ
ブ
ラ
と
店
を
冷
や

か
し
て
い
た
と
し
よ
う
。

　
「
ジ
リ
ジ
リ
ジ
リ
ジ
リ
」

　

急
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
出
し
、
店

員
は
商
品
を
片
付
け
出
し
、
店
を

閉
め
出
す
。
何
が
起
こっ
た
の
か
分

か
ら
ぬ
ま
ま
、
辺
り
を
見
回
す
と
、

地
面
に
置
か
れ
た
商
品
が
な
く
な
っ

た
場
所
に
見
え
る
も
の
が
あ
る
。

鉄
道
の
レ
ー
ル
だ
。
そ
し
て
開
け
た

視
界
か
ら
列
車
が
や
って
来
る
。
そ

の
時
、
こ
こ
が
鉄
道
の
上
の
市
場
で

あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

　

線
路
市
場
は
メ
ー
ク
ロ
ン
駅
の
線

路
沿
い
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
形

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の

メ
ー
ク
ロ
ン
線
は
、
の
ん
び
り
と
し

た
タ
イ
ら
し
く
、
1
日
４
便
し
か

運
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
空
い
て
い

る
場
所
を
利
用
し
て
い
る
う
ち
に
自

然
に
市
場
に
なっ
た
そ
う
だ
。

　

電
車
が
走
る
時
間
だ
け
、
せ
り

メ
ー
ク
ロ
ン
の

線
路
市
場

﹇
タ
イ
﹈

加
藤 
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電車事故？ 一見目を疑う不思議な光景
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出
し
式
の
陳
列
台
や
日
よ
け
傘
を

外
し
て
電
車
を
通
し
、
通
過
後
は

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
商

品
を
再
度
並
べ
て
営
業
を
続
け
る
。

電
車
が
走
る
ス
ペ
ー
ス
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
せ
り
出
し
た
店
も
あ
り
、
ぶ
つ
か

ら
な
い
か
と
心
配
に
な
る
光
景
も
見

ら
れ
る
が
、
地
元
の
人
た
ち
は
さ
ほ

ど
気
に
し
て
い
な
い
。

　

電
車
は
、
線
路
間
際
に
積
ま
れ

た
ミ
カ
ン
や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の
商
品
の

上
を
通
過
す
る
。
店
員
は
長
年
の

経
験
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
高
さ
ま
で

積
め
ば
大
丈
夫
と
い
う
の
が
分
か
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
通
る
前
に
「
大
丈

夫
な
の
？
」
と
聞
い
て
み
る
と
、
実

際
に
電
車
が
通
過
し
た
後
、「
マ
イ

ペン
ラ
イ
（
問
題
な
い
）」
と
ち
ゃ
めっ

気
たっぷ
り
に
答
え
た
。

　

基
本
的
に
穏
や
か
な
タ
イ
人
だ

が
、
時
折
こ
ち
ら
が
あ
き
れ
る
よ

う
な
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
も
見
せ
て
く

れ
る
。
昨
年
の
バ
ン
コ
ク
国
際
空
港

占
拠
事
件
の
際
に
は
、「
出
国
で
き

な
か
っ
た
外
国
人
に
つ
い
て
ど
う
思

う
か
」
と
の
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビュ
ー

で
、「
タ
イ
の
国
が
変
わ
る
の
を
見

ら
れ
た
の
で
ラ
ッ
キ
ー
じ
ゃ
な
い
か
」

と
答
え
た
人
が
い
た
が
、
線
路
市

場
に
も
一脈
通
じ
る
も
の
が
感
じ
ら

れ
る
。
政
局
の
混
乱
が
続
き
、
社

会
経
済
も
不
安
定
化
し
て
い
る
タ
イ

だ
が
、
人
々
は
「
マ
イ
ペ
ン
ラ
イ
」

の一
言
の
中
に
、
複
雑
な
思
い
を
込

め
つつ
も
乗
り
越
え
て
行
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

ランの花はタイで人気が高く、タイ航空
では女性へのサービスで配られるほど

海が近いので乾物も売られている。「どこから来たの？」と店のお母さん

バンコク名物、朝の大渋滞。比較的速く進むバイクタクシーもこのありさま

普通の道端で見られるタイの朝食風景。
総菜が充実しているのがタイ風

足元にレールがあるという以外はありふれたタイの市場なのだが･･･
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けん いん

首都：バンコク
面積：51万4,000km2（日本の約1.4倍）
人口：6,283万人（2006年）
公用語：タイ語
宗教：仏教95％、イスラム教4％
1人当たり国民総所得（GNI）：3,400ドル（07年）
経路：日本から直行便で約7時間
通貨：タイバーツ（THB）
1THB=約2.6円（09年1月現在）
気候：熱帯に位置し、年間を通じて気温は高い。季
節は雨期、乾期、暑期の3つに分けられる。南部の
マレー半島、北部の山岳地帯、東北部の高原地帯
では気候が異なる。

南
部
の
激
辛
魚
カレー

「
カ
ノ
ムチ
ン
ナ
ムヤ
ー
パック
タ
イ
」

タ
イ
料
理

　
日
本
に
あ
る
エ
ス
ニッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
の
中
で

比
較
的
見
つ
け
や
す
い
タ
イ
料
理
。ト
ム
ヤ
ム

ク
ン
、
タ
イ
ス
キ
な
ど
、一度
は
口
に
し
た
こ
と

の
あ
る
人
も
多
い
に
違
い
な
い
。た
だ
タ
イ
料

理
と
いって
も
、種
類
や
味
は
地
方
に
よって
さ

ま
ざ
ま
。中
で
も
、
最
も
辛
い
と
い
わ
れ
る
の

が
南
部
の
料
理
だ
。

　

そ
の
代
表
的
な
料
理
の一つ
が
、
フ
ィ
ッ
シ
ュ

カ
レ
ー
「
カ
ノ
ム
チ
ン
ナ
ム
ヤ
ー
パッ
ク
タ
イ
」。

白
身
魚
の
ペ
ー
ス
ト
で
作
っ
た
ル
ー
を
、ご
は
ん

で
は
な
く
、素
め
ん
と
生
野
菜（
モ
ヤ
シ
、千
切

り
キ
ャ
ベツ
な
ど
）に
か
け
て
食
べ
る
の
が
特
徴

だ
。昔
は
、
村
の
行
事
な
ど
で
よ
く
大
鍋
で
作

ら
れ
て
い
た
。今
で
は
家
庭
で
食
べ
る
こ
と
は

少
な
く
な
っ
た
が
、現
地
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
必

須
の
メ
ニュ
ー
だ
と
い
う
。

　

東
京
・
新
大
久
保
に
あ
る
タ
イ
カ
ン
ト
リ

ー
は
、
日
本
で
は
珍
し
い
タ
イ
南
部
の
料
理

が
味
わ
え
る
店
。オ
ー
ナ
ー
の
メ
ン
さ
ん
は
、

６
年
前
か
ら
都
内
で
タ
イ
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン

を
営
む
。

「
日
本
人
用
に
ア
レ
ン
ジ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

タ
イ
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
ま
ま
の
辛
さ

が
味
わ
え
ま
す
」

　

南
部
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
伝
統
料
理
も
多

く
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。メ
ン
さ
ん
イ
チ
オ
シ

の
プ
ラ
ー
パ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
揚
げ
魚
に
甘
辛
い

ハ
ー
ブ
ソ
ー
ス
を
絡
め
た
も
の
。ご
は
ん
が
何

杯
も
進
み
そ
う
な
味
。

　
ス
タ
ッ
フ
も
タ
イ
人
な
の
で
、
タ
イ
語
を
学

び
た
い
人
に
も
オ
ス
ス
メ
の
店
だ
。

バンコクメークロン
アユタヤ ベ

ト
ナ
ム

ラオス

ミャンマー

カンボジア

in タイ

　1997年のアジア通貨危機の打撃
を受けながらも、それを克服し、堅調
な経済成長を遂げたタイ。2007年に
は、1人当たりの国民総所得（GNI）が
3,400ドルに達した。
　そんな同国に対し、JICAは援助重
点分野を「中進国」への移行を念頭に
設定。①持続的成長のための競争力
強化（産業振興基盤整備）、②社会の
成熟化に伴う問題への対応（環境管
理体制支援、高齢化対策、社会的弱
者支援）、③第三国に対する共同支援
（南南協力）を３本柱として、多面的な
支援を展開している。
　中でも、産業振興基盤整備、環境管
理体制支援に重点を置く。円借款の
支援により、首都バンコクにある２つ
の国際空港、チャオプラヤ川架橋（13

　1997年のアジア通貨危機の打撃
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カ所）、首都圏高速道路などを建設。
現在、タイ政府が実施中の「バンコク
大量輸送網整備計画」でも、すでに運
行している地下鉄ブルーラインに加え
て、今後パープルラインの新設工事を
行うことになっている。産業・環境分
野の人材育成を目的とした協力も長年
にわたって続けてきた。
　また、近年の社会的変化に応じて、
高齢化対策や社会的弱者支援など新
たな課題にも注力する。高齢者に対す
るサービス改善、人身取引被害者を含
む社会的弱者を支援するため、支援
体制の枠組みづくりと能力強化を開始
している。
　さらに、タイの経済的、社会的発展
に伴い、同国とのパートナーシップを
強化しながら、ほかの開発途上国に対
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現在、タイ政府が実施中の「バンコク
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行うことになっている。産業・環境分
野の人材育成を目的とした協力も長年
にわたって続けてきた。
　また、近年の社会的変化に応じて、
高齢化対策や社会的弱者支援など新
たな課題にも注力する。高齢者に対す
るサービス改善、人身取引被害者を含
む社会的弱者を支援するため、支援
体制の枠組みづくりと能力強化を開始
している。
　さらに、タイの経済的、社会的発展
に伴い、同国とのパートナーシップを
強化しながら、ほかの開発途上国に対

する共同支援を進めているのも特徴
だ。対象は、主にメコン地域の近隣国
やアフリカ諸国で、高等教育、農業、
障害者支援など、多岐にわたる分野で
広域技術協力プロジェクトや第三国
研修※を実施している。
※JICAが資金・技術的な支援を行い、近隣諸国
などから研修員を招き、各国の現地事情により適
合した技術研修を実施する。

する共同支援を進めているのも特徴
だ。対象は、主にメコン地域の近隣国
やアフリカ諸国で、高等教育、農業、
障害者支援など、多岐にわたる分野で
広域技術協力プロジェクトや第三国
研修※を実施している。
※JICAが資金・技術的な支援を行い、近隣諸国
などから研修員を招き、各国の現地事情により適
合した技術研修を実施する。

新たな開発課題、
共同支援に向けた
経済協力を
1980年代後半から、外国投資を牽引力に
急激な発展を遂げたタイ。
日本との経済的パートナーシップのもと、
さらなる変化の時を迎えている。

JICAの活動

Thailand
タイ

Illustration/sugawara maiko 

2006年9月に開港したバンコクの新国際空港
（スワンナプーム空港）。総工費の約半分が円借
款で賄われた

アフリカ諸国対象の農業分
野の第三国研修では、タイ
人専門家が技術移転を行う

コミュニティーで高齢者向け保健医療・福祉サービ
スの形成を目指す支援も行っている

〒169-0073 東京都新宿区百人町2-2-1  REMAX新大久保3F
TEL/FAX：03-3200-7997
URL：http://www.thai-country.com/
月～土：11時～15時、17時～翌5時
日：17時～24時

タイカントリー
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本誌をご希望の場合は
送料ご負担（200円）にて
お送りいたします。

申込方法：氏名・住所・電話番
号・ご希望の号数もしくは送付
期間を明記の上、下記にお申し
込みください。

■
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
は
今
後
も
大
切
だ
と
思
う
の

で
、い
ろ
ん
な
意
見
や
財
政
的
問
題
は
あ
る
が
、世
界

の
人
々
が
貧
困
が
な
く
豊
か
に
な
り
、助
け
合
え
る
関

係
を
つ
く
り
上
げ
れ
ば
、戦
争
は
少
な
く
な
ろ
う
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
に
よ
って
、日
本
が
理
解
さ
れ
、交
流
の

き
ず
な
が
出
来
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。（
奈
良

県
・
68
歳
・
男
性
・
無
職
）

■
毎
回
新
鮮
な
記
事
に
目
を
離
せ
ま
せ
ん
。い
つ
か

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の一員
と

な
って
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
皆
さ
ん
、熱
意
を
持
って
い
る
方
々

と一緒
に
世
界
の
人
々
の
笑
顔
を
守
って
い
き
た
い
と
思

って
い
ま
す
。（
東
京
都
・
25
歳
・
女
性
・
学
生
）

■
途
上
国
の
気
候
変
動
や
災
害
の
原
因
の一端
は
日

本
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
も
責
任
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
活
動
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。他
国
の
こ
と
で
あ

り
、ひ
と
ご
と
と
思
って
い
る
人
間
が
多
い
の
を
感
じ
ま

す
。（
三
重
県
・
38
歳
・
女
性
・
団
体
職
員
）

■
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
働
い
て
い
る
方
々
の
生
の
記
事
は
と
て

も
親
近
感
が
わ
き
ま
す
。人
と
人
が
仕
事
を
し
て
組

織
を
つ
く
り
、国
対
国
の
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
働
い
て
い
る一

人
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
、伝
え
て
い
た
だ

け
た
ら
、も
っ
と
身
近
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
こ
と
を
見
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。（
大
阪
府
・
30
歳
・
男
性
・
会
社

員
）
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幸せを運ぶてんとう虫チョコレート

Vol.05  ガーナ語り

★てんとう虫チョコレートをプレゼント！詳細は34ページへ→

　2月14日といえばバレンタインデー。今年
はどんなチョコレートを買おう…と悩んで
いる人にぜひ知ってもらいたいのが、（特
活）ACEが実施している「しあわせへの
チョコレートプロジェクト」だ。
　日本で広く親しまれているチョコレート
の原料はカカオ。日本は、その約７割をガ
ーナから輸入している。一粒口にするだ
けで幸せな気持ちになれるチョコレートだ
が、その裏側では、カカオの生産に汗を流
す現地の子どもたちの姿がある。
　現在、アフリカ諸国を中心に、多くの子
どもたちの教育の機会が児童労働により
奪われており、世界的に大きな問題となっ
ている。そこでACEは、チョコレートを通じ
て、ガーナの子どもたちを支援するプロジ

ェクトを開始。ホームページなどを通じて
チョコレートを購入すれば、代金の一部が
支援に使われる仕組みだ。
　チョコレートは、ヨーロッパで「幸せのシ
ンボル」として親しまれているてんとう虫の
形をしたもので、4個入り500円。食品添加
物は一切使用されておらず、“安全でお
いしい”フェアトレード商品だ。ACEの白
木朋子事務局長は「チョコレートを切り口
に、多くの人に児童労働について考えて
もらえれば」と話す。2月にはJICA地球ひ
ろばなど都内で関連イベントも開催する。
　バレンタインデーに、大切な人に贈るチ
ョコレート。てんとう虫チョコレートを通じ
て、ガーナの子どもたちにも幸せを運んで
みませんか。

問：（特活）ACE
TEL：03-3835-7555　　
Email：info@acejapan.org
URL：http://acejapan.org/
「しあわせへのチョコレートプロジェクト」ではホームペー
ジ上で募金も受け付けている。

エース

カカオの収穫作業現場で働く子どもたち。手で実を
取り出す作業は刃物を使うため危険が伴う

©ACE

photo by Tamai Mikiro
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PROFILE
1981年島根県出身。2002年、福岡ダイエーホークス
（現福岡ソフトバンクホークス）入団、新人王を獲得す
る。アテネ五輪、第1回ワールド・ベースボール・クラシッ
ク、北京五輪の代表としても活躍している。05年より
認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを 日本委員
会」のワクチン支援に参加。公式試合の投球数1球に
つき10本のワクチンを寄付するという「僕のルール」が
話題を呼んでいる。

和田毅
WADA TSUYOSHI

　いつごろ意識し始めたかははっき
り覚えてないんですが、学生時代か
ら、将来何らかの形で社会貢献をし
たいと考えていました。そして、ずっ
と野球をやっていたので、プロ野球
選手になったら何かできたらいいな
あという思いがあったんです。
　実際、プロに入ってから、野球選
手の中にも、さまざまな形で社会貢
献をしている人がいることを知りまし
た。盗塁数に応じて車いすを寄付し
たり、シーズンオフに児童福祉施設
などを訪問したり…。僕は僕なりの
やり方でできることを考えていたとこ
ろ、テレビを通じて認定 NPO 法人
「世界の子どもにワクチンを 日本委
員会」の活動を知りました。自分の
支援が、何に使われるのか分かる
のがいいなと。あと、まだ誰もやって
いないことをしたかった。プロ野球
選手である以上は、野球を通じて

支援したい。僕はピッチャーなの
で、“ 投げる”ということを生かした
いと思い、「投球数に応じてワクチン
を贈る」方法にたどり着きました。
　でも、１球につき１本だとさすがに
少ないですよね（笑）。ワクチンは１本
１０数円から１００円程度するというこ
とを聞いて、１球ごとに１０本のワクチ
ンを支援することに決めました。さら
に、勝利したときには２０本、完投す
れば３０本、完封すれば４０本といっ
た具合に、自分への励みにもなるよう
に工夫しました。自分が野球で努力
した結果が、そのままワクチンの贈呈
本数の増加にもつながる。これが、
和田毅流「僕のルール」の原点です。
　２００５年からこの「僕のルール」
を続けていますが、これまでに支援し
たワクチンの数は１８万５３０本にな
りました。微力ではありますが、これ
からも“野球人”として投げ続ける

限り、感染症で亡くなる子どもたちを
一人でも多く救っていくことができれ
ばと思っています。
　この活動を通じて、世界にはワク
チンがなくて命を落とす子どもが年
間約４,０００人もいるということを知っ
て驚きました。そして改めて、日本
は本当に恵まれた国なんだなあと。
世界には、困っている人がまだまだ
たくさんいます。大切なのはまず関
心を持つこと。途上国に行ったりし
なくても、「僕のルール」のように、
身近で協力できることはたくさんある
と思います。
　僕の場合も、社会貢献に関心を
持っていたからこそ、ワクチンの活
動を知ることができた。常に意識し
ていると、おのずと自分なりの方法が
見えてくるもの。皆さんも、身近なとこ
ろからできる国際協力を考えてみま
せんか。

ⓒ認定NPO法人世界の子どもにワクチンを 日本委員会

プロ野球選手
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